
『
デ
ン
ビ
!
所
領
調
査
簿
』

に
お
け
る
イ

i
リ

i
に
つ
い
て

i
l北
部
ウ
ェ
イ
ル
ズ
に
お
け
る
家
族
的
土
地
所
有
の
解
体
過
程
の
把
握

!
l

は
じ
め
に

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
征
服
、
併
合
令
官

ω
g
z
z
o問
自
己
注
目

8
・

一
二
八
周
年
)
以
後
作
製
さ
れ
た
北
部
ウ
ェ
イ
ル
ズ
の
王
領
地
、
特
権
所

領
『

HODOR
等
の
所
領
調
査
薄

2
3
3・
ZHO口
同
を
検
す
る
と
、
そ
こ

に
必
ず
巧
叩
Z
Q
J
2
H
3
或
は
の
当
巾
戸
(
何
回
同
国
冊
目
)
と
い
う
語
が
見

〈

1
)

出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
語
を
明
確
に
概
念
構
成
し
、
術
語
と
し
て
用
い
た

の
は
吋
吋

E
R
F
n
ω
g
g
v
B
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
彼

は
、
ィ
l
リ
i
を
《
向
祖
か
ら
出
、
第
四
世
代
を
超
え
な
い
範
囲
の
子
孫

に
限
定
さ
れ
た
家
族
集
団
H
家
父
長
制
大
家
族
》
と
し
て
、
か
つ
ま
た
ガ

ヴ
ェ
ル
も
か
か
る
イ
l
リ
l
の
下
部
組
織
的
ロ
ヴ
毛
色
叩
と
し
て
、
イ
ク
ス

『
デ
ン
ピ

1
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
l
リ
i
に
つ
い
て

高

橋

男

和

ハ
2
)

プ
リ
シ
ッ
ト
に
規
定
し
た
。
の
み
な
ら
ず
彼
は
ま
た
、
ウ
ェ
イ
ル
ズ
「
部

族
社
会
」
の
慣
習
を
理
解
す
る
う
え
で
こ
れ
ら
の
概
念
が
有
つ
意
義
を
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
村
落
共
同
体
を
理
解
す
る
場
合
に
不
可
欠
の
三
荷
主
。

乃
至
司

R
a回
出
品
に
も
比
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
官
与

S
B
は
、
イ
i
リ
ー
を
巧
叩
山
田
町
、
吋
門
戸

E
-
ω
3
5ロ

を
理
解
す
る
キ
イ
概
念
と
し
て
極
め
て
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
だ

が
彼
が
、
ィ
l
リ
l
を
ヴ
ァ

i
ギ
ィ
ト
ハ
或
は
ヤ
l
ド
ラ
ン
ド
〉
に
比
定

し
、
こ
れ
と
同
じ
重
要
性
を
有
っ
と
言
っ
た
と
き
の
そ
の
正
確
な
イ
ン
プ

リ
ケ
l
シ
ョ
ン
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
従
来
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ

た。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
古
代
・
中
世
史
に
関
寸
る

ω2gvB-]UMHHH円
ヨ
ロ
?

二
九
一
ニ



官
ア
ン
ビ

l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
l
リ
i
に
つ
い
て

四
円
白
血
白
ほ
ら
の
所
説
が
、
一
九
三

0
年
代
頃
か
ら
の
所
謂
「
古
典
学
説
」

批
判
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
様
々
な
破
壊
・
修
正
を
受
け
て
き
た
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
ウ
ェ
イ
ル
ズ
古
代
・
中
世
史
に
関
す
る
彼
ら
の

所
説
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
就
中
宏
司
ヴ
D
F
S
に
よ
っ
て
定
式
化

さ
れ
た
ウ
ェ
イ
ル
ズ
部
族
制
度
像
を
破
壊
す
る
試
み
は
近
年
ま
す
ま
す
激

越
な
調
子
さ
え
帯
び
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
通
説
」
破
壊
が
、
昨
日
σ
D
U
B
の
当
時
と
は
較
べ
よ
う
も

な
い
ほ
ど
進
ん
だ
新
史
料
の
発
掘
、
古
文
書
学
、
考
古
学
、
系
図
学
、
地

名
学
等
の
学
問
分
野
の
著
し
い
発
達
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
と
し
て
も
、
し
か
し
な
が
ら
、
ω
g
g
y
g
説
を
批
判
す

る
側
の
内
部
に
は
、
各
々
が
批
判
の
対
象
と
す
る
個
々
の
論
点
に
相
違
が

見
ら
れ
、
必
ず
し
も
彼
の
所
説
の
何
を
批
判
す
る
か
で
、
足
並
み
が
揃
ろ

っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
息
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
批
判
者
の
側
に

お
け
る
ω
2
E
F
B
説
の
理
解
の
仕
方
の
微
妙
な
ズ
レ
は
、
被
の
イ

I
リ

1
解
釈
を
問
題
に
す
る
と
き
最
も
顕
著
に
顕
わ
れ
る
。

小
稿
は
こ
の
よ
う
な
事
情
を
顧
慮
し
つ
つ
、
イ

i
リ
i
が
如
何
な
る
意

味
・
次
元
に
お
い
て
ω
2
宮
町
田
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
!
ギ
ィ
ト
と
比
定
さ
れ

え
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
立
帰
っ
て
、
こ
の
点
を
、
ィ
!
リ
I
解
釈

の
研
究
史
並
び
に
史
料
に
記
さ
れ
た
そ
れ
と
に
即
し
て
正
確
に
見
究
め
、

以
っ
て
ウ
ェ
イ
ル
ズ
中
世
社
会
像
の
再
構
成
へ
の
手
掛
り
を
見
出
さ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

(
l
v
N
則
自
主
主
事
室
町
宮
、
た
号
室
湾
総
玄
言
語
=
同
】
定
句
、
円
。
ミ
ミ
q
E
a

喜
男
き
p
・
・
0

且
・
国
-
思
ロ
臼
ハ
F
o
E
o
p
g
u
白
〉
U
E
ミ
ミ
ミ
S
G
旬
、
皇
室
、

二
九
四

。¥
h
v
a
w望玄「
h」

Y
H匂
匂

h・
0

品・MM・
J

ご
ロ
。
同
門
知
《
問
。
民
曲
目
晶
司
・
冨
O

『
同
曲
目
ハ
F
。
ロ
仏
o
p

HUH品〉hM】
kmw

匂
守
丸
岡
託
、
ミ
。
¥
旬
、
。
童
¥
町
内
ミ
Q
3
札
て
ミ
F
h
-
b
-
H
ω
h
h
・

a
-
吋
・
M
M
・
巴
-
Z
(
F
S
品
。
ロ
・
H
U
N
む
・
最
後
の
史
料
に
は
毛
色
。
(
同
d

耳目『)

と
い
う
文
字
は
現
わ
れ
な
い
。

(

2

)

司-mooto『5・M】
bmw

吋
ミ
ε
~
ω
-
E
崎
、
運
営
事
、
Q
町
内
的
〈
F
。
国
内
目
。
回
目
∞
由
印
一

NHMハ
H
a
w
5
2
Y
H
V
U
・
三
-
H
r
H
H
M円以

H
H
H
1
・
∞
∞
l
u
w
白
山
町
一
品
。
.. 
吋ミ
e

ι
v
n
N
h
n
s
H
。
書
室
h
R
向
~
。
l
h
Q
H
。
滋
h
Q
さ
(
円
。
ロ
n
H
o
p
H
U
C
M
)
・
百
円
》
M
U
1臼
0

・

H
出
品
・

学
説
史
お
け
る
イ

I
リ
l

ω
2
g
v
s
の
イ
i
リ
l
解
釈
と
し
て
最
も
流
布
し
て
い
る
め
が
、
従

っ
て
「
通
説
」
批
判
の
際
に
対
象
と
さ
れ
る
の
が
、
既
に
見
た
《
家
父
長

制
大
家
族
》
説
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
皆
号
o
r
E
が
イ
l
リ
ー
を
、

《
四
世
代
を
包
含
す
る
家
族
集
団
》
と
の
み
見
倣
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
次
の
よ
う
な
記
述
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
十
二
世
紀
に
お
い
て
さ
え
、
世
帯
成
員
会
員
が
二
つ
の

部
屋
か
ら
成
る
家
の
墜
を
取
囲
ん
で
い
る
一
つ
の
休
息
地
を
使
用
し
た
こ

と
、
こ
の
休
息
地
が
ぽ
耳
巴
ω
¥
と
呼
ば
れ
た
こ
と
、
従
っ
て
-
t
H
・
阿
君
冊
目

-
u
『
由
一
項
目
.
と
は
同
じ
休
息
地
を
使
用
す
る
家
族
の
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
生
活
を
共
に
す
る
、
或
る
同
祖
の
子
孫
は
一
つ
の
，
間
巧
∞
ロ
・
開
o
a
a
・

で
あ
っ
た
、
と
い
っ
た
こ
と
を
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
。
十
四
世
紀
に
至
っ

て
も
な
お
、
河
町
内
ミ
弘
令
。
白
喜
由
主
口
苫
で
は
、
保
有
地
は
未
だ
に
‘
巧
白
a

-
2
.
と
か
駄
の
担
司
一
四
日
目
目
、
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
そ
の
本
質
に
お



(

1

)

 

い
で
恥
「
家
族
」
所
有
地
乃
至
部
族
所
有
地
で
あ
る
。
」

見
ら
れ
る
と
お
り

ω
2
z
u
g
は
イ
i
リ
!
と
い
う
語
の
両
義
牲
に
十

分
気
づ
い
て
い
た
、
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
彼
が
十
四
世
紀

段
階
の
イ

i
リ
i
を
〔
家
父
長
制
大
〕
家
族
に
よ
っ
て
占
取
さ
れ
る
所
有

、(

2

)

地
そ
の
も
の
、
或
い
は
所
有
地
に
対
す
る
家
族
的
諾
権
利
の
総
体
を
意
味

す
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
で
は
何
故

ω
2
Eげ
日
は
イ

l
リ
i
を
《
司
弘
江
田
門
口

E
】

F
D
Z目
O
F
o
-
G

で
あ
る
と
一
義
的
に
強
調
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
そ
れ
は
、
所
謂

5
0
F
B言
。
同
百
ロ
岡
田
中

者四日

5
0
C
C
E
(同
司
司
巴
ロ
山
田
口
・

8
3
と
し
て
知
ら
れ
る
中
世
つ
ウ

ェ
イ
ル
ズ
法
」

1
|』
そ
の
最
も
古
い
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
で
十
二
世
紀
の

も
の
、
大
部
分
が
十
三
世
紀
以
降
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る

1
iに
お
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
イ

i
リ
!
と
、
詰
所
領
調
査
簿
に
現
わ
れ
る
そ
れ
と
を

ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
け
て
理
解
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
推
測
さ
れ

(

3

)

 

る
。
そ
の
意
味
で
正
し
く

ω
2
g
z
s
の
イ
l
リ
!
像
は
、
寸
-
F
O
J
注
目

(

4

)

 

の
表
現
を
借
り
れ
ば
、

s
g呂田
v
C
包

g
H
V
R
E
H
O
w
な
の
で
あ
る
。
そ
し

て
い
ま
一
つ
に
は
、
十
一
十
二
世
紀
の
ウ
ェ
イ
ル
ズ
社
会
を
ア
ー
プ
リ

オ
l
リ
に
よ
ユ

Z--
と
規
定
し
、
同
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
マ
ナ

l
社

ハ
5
)

会
と
の
対
照
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る

ω
g
g
r
B
は
、
十
三
・
四
世
紀
の

所
領
調
査
薄
の
記
述
の
裡
に
、
ウ
ェ
イ
ル
ズ
に
固
有
の
部
族
制
度
的
特
質

を
見
出
さ
ん
と
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
古
川
は
批
判
さ
れ
る
と
し
て
も
、
山

gzzs
が
イ
l
リ
!
の

有
す
る
二
重
の
意
味
を
、
無
自
覚
的
に
も
せ
よ
指
摘
し
え
た
の
は
、
実
は

彼
が
主
に
依
拠
し
た
二
種
類
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
イ
l
リ
ー
が
、
一
元

『
デ
ン
ピ
l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
I
リ
i
に
つ
い
て

来
そ
の
意
味
内
容
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
σ

事

実
、
同
・
〉

-rwd三
田
は
、
一
方
で

ω
g
Z
F
E
の
イ

i
リ

i
u
p
s
-
q

四
円
。
ロ
勺
と
な
す
見
解
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
『
カ
l
ナ
l
ボ
ン
文
書
』

(
一
三
五
二
年
)
に
記
録
さ
れ
た
巧
色
。
(
問
看
冊
目
己
が
、
往
時
の
日
記
i

オ
5
5
E
-
n
E
3
2
R
を
失
い
、
円
四
円
門
戸
件
。
門
戸
田
山
岳
民
同
門
円
四
円
を
有
つ
よ

(
6
)
 

う
に
な
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
し
、
〉
・

2
・M

U

旧日

5
2
と
開
・
0
場。ロ

も
ま
た
、
早
く
か
ら
『
デ
ン
ピ

i
所
領
調
査
薄
』
の
イ
!
リ

l
乃
至
ガ
ヴ

(
7
V
 

エ
ル
が
、
共
に
白
同
回
日
正
二
回
ロ
且
で
あ
る
と
は
っ
き
り
見
抜
い
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
十
三
・
回
世
紀
の
記
録
文
書
に
見
出
さ
れ
る
イ
1
リ
l

或
は
ガ
ヴ
ェ
ル
が
、

ω2tozs
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
よ
う
な
《
家

族
集
団
》
と
い
う
意
味
を
も
は
や
失
い
、
合
同
即
日
ロ
可

F
0
5区
間
》
と
い

う
意
味
を
一
義
的
に
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
部
の
研
究
者
に
よ
っ
て
早

く
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
を
先
ず
確
認
し
て

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
イ
l
り
l
は
、
「
ウ
ェ
イ
ル
ズ
法
」
に
お
い
て
は
、
円
三
百
中

立
守
に
は
如
何
な
る
意
味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
イ
i

リ
!
の
語
源
・
語
義
に
関
し
て
は
様
々
な
解
釈
・
異
説
が
あ
る
が
、
「
ヴ

エ
イ
ル
ズ
法
」
を
専
ら
重
視
す
る
の
・
河
-
H
・』

opa--こ
の
こ
と
と
、

十
二
世
紀
以
前
の
早
期
ウ
ェ
イ
ル
ズ
社
会
の
実
態
解
明
に
向
け
ら
れ
た
彼

の
関
心
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
|
|
及
び
「
ウ
ェ
イ
ル

ズ
法
」
の
テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
l
ム
に
関
す
る
、
浩
識
な
書
〈
巳
S
包
ミ
ミ

ミ
司
忌
さ
と
司
w
h
M
F

ト

st・
H由
H
S
を
著
し
た
ベ
.
H
L
3三
回
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
言
。
。
品
J
斥

E目
r
f
J
R宮
8
品
目
ロ
ペ
等
を
最
初
意
味
し
た
こ
と

二
九
五



『
デ
ン
ピ

1
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
I
リ
i
に
つ
い
て

(
8
)
 

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

H
g
g
に
拠
れ
ば
、
イ
l
リ
!
の
か
か

る
プ
ラ
イ
マ
リ
な
意
味
と
の
関
連
で
、
同
時
に
そ
れ
が
「
何
ら
か
の
種
類

の
血
縁
者
同
色
即
位
4

2

の
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
意
味
を
も
有
し
た
と
さ
れ

(
9〉

る
。
だ
が
、
守
口

2
は
、
「
ウ
ェ
イ
ル
ズ
法
」
に
お
け
る
イ
!
リ
ー
が
、

-S島
町
色
。
宮
間
と
の
関
連
で
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
程
用
い
ら
れ
ず
に
、

た
い
が
い
は
、
思
0
0
白
山
由
民
向
の
代
り
に
よ
田
門
官
四
円
ロ
ロ
回
目
。
同
円
四
日
由
民
4
⑦由、

即
ち
血
族

W
広
島
叫
包
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
(
或
は
受
領
さ
れ
る
)
哲
a

z
E印
(
チ
ュ

l
ト
グ
人
の
君
。
門
岡
山
富
と
同
じ
も
の
〉
と
の
関
連
で
現
わ

〈

mv

れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
血
縁
者
集
団
と
し

て
の
イ
l
リ
l
は
、
血
讐
が
慣
習
と
な
っ
て
い
た
原
生
的
な
社
会
に
お
い

て
、
士
口
く
か
ら
そ
の
社
会
組
織
と
し
て
の
機
能
を
果
し
つ
つ
、
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
よ
り
大
き
な
血
撲
と
い
う
環
の
内

の
、
様
々
に
そ
の
範
囲
を
画
定
さ
れ
た
血
縁
者
の
狭
い
集
団
で
あ
っ
て
、

ω
o
o
z
y
B
が
説
く
よ
う
に
、
厳
寄
に
四
世
代
に
限
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
か
か
る
意
味
で
の
イ
i
リ
l
は
英
語
の
卑

R
r

に
最
も
よ
く
対
応
す
る
、
と
い
う
の
が
な
ロ
o
♂
寸
・
ピ
コ
色
白
に
共
通
す

ハ
U
)

る
理
解
で
あ
る
。

し
か
し
、
』

8
8
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
(
ウ
ェ
イ
ル
ズ
法
」
に
お
い

て
は
イ
i
リ
!
が
、
土
地
所
有
と
の
関
連
で
極
く
稀
に
し
か
一
言
及
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
で
は
イ
i
リ
l
が
現
実
に
か
か
る
機
能
を
果
し

て
い
な
か
っ
た
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
こ
の
よ
う
に
言
い
得

な
い
こ
と
は
、
守
口
巾
由
が
他
方
で
詳
細
に
説
く
よ
う
に
、
「
ウ
ェ
イ
ル
ズ

法
」
に
見
出
さ
れ
る
三
円
問
看
立
百
円
、
郎
ち
「
イ
l
リ
i
の
土
地
」
に

二
九
六

関
す
る
記
述
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
宏
司

g
v
g
以
降
、
ウ

ェ
イ
ル
ズ
中
世
史
の
諸
問
題
を
最
も
包
括
的
に
論
じ
た
、
円
・
司
・
巴
-
Z
は、

ぺ
一
般
に
、
土
地
が
イ
1
リ
ー
に
よ
っ
て
占
取
さ
れ
た
こ
と
、
従
っ
て
こ

う
し
た
土
地
が
『
イ
l
リ
!
の
土
地
』
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
、
あ
ま
ね
く

(

ロ

)

承
認
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
因
み
に
切
戸
山
田
が

ω
2・

royg
の
イ
l
リ
i
解
釈
を
批
判
し
て
、
次
の
よ
う
な
点
を
明
ら
か
に
し

た
こ
と
は
、
パ
門
・
し
『
・

]ι
広
三

P
H
8
2
等
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
(
一
〉
イ

i
リ
l
が
事
実
と
し
て
常
に
同
祖
の
子
孫
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
。
一
〉
ガ
グ
ェ
ル
は
イ
l
リ
1
の
分
割
に

よ
っ
て
生
じ
た
下
部
組
織
で
は
な
く
、
そ
れ
は
一
義
的
に
回
目
H
O
E
S四
で

あ
る
。
ハ
三
)
イ
i
リ
1
は
十
五
世
紀
に
な
っ
て
、
外
的
な
圧
力
に
よ
っ

て
解
体
す
る
ま
で
、
分
割
さ
れ
ず
に
成
長
し
続
け
る
能
力
を
有
つ
組
織
で

あ
る
こ
と
。
と
も
あ
れ
、
行
論
上
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
巴
日
目
印

が
、
ガ
ヴ
ェ
ル
を

r
s
o
y
g
と
は
全
く
異
な
る
保
有
地
、
国

E
5
5闘

で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
下
し
な
が
ら
、
イ
l
リ
I
に
関
し
て
は
、

ωggE

F
S
の
如
く
血
縁
者
集
団
と
は
一
義
的
に
見
倣
さ
な
い
ま
で
も
、
こ
れ
を

あ
く
ま
で
も
何
ら
か
の
集
団

1
1
5す
ロ

3
0
2
5
の
如
き
も
の
を

(
日
)

彼
は
挙
げ
て
い
る
|
|
即
ち
土
地
占
取
の
主
体
と
考
え
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
こ
に
は

ω刊
号
各
自
以
上
に
、
法
典
類
に
現
わ
れ
る
イ
l
リ
!
と

所
領
調
査
薄
に
見
出
さ
れ
る
そ
れ
と
を
ア
ー
プ
リ
オ
l
り
に
同
一
視
す
る

開
口
あ
の
思
考
法
が
認
め
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
ウ
ェ
イ
ル
ズ
法
」
に
お
い
て
記
さ
れ
た
イ
l
リ

!

の
プ
ラ
イ
マ
リ
な
意
味
が
、
問
問
同
D

ロ匂
D
H

円色白同
-
4
2
0
同出
O
B叩
在

五



(
r
B
E
E
-
当
日
吉
比
ロ
回
円
。
同
門
田
山
口
門
目
。
四
円
程
。
『
同
叩
日
目
昨
日

0
5在
日
工
〉
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
血
縁
者
の
集
団
に
よ
っ
て
占
取
さ
れ
た
土
地
こ

そ
が
三
円
四

J3HU10汽
、
郎
ち
窓
口

ω
Z
5
2
g♂
開
4

『叩

-U1
日
目
口
品
と
呼

ば
れ
る
家
族
所
有
地
出
向
田

s
g
L田
口
品
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
確
認

で
き
る
。
後
者
に
関
し
て
い
ま
少
し
そ
の
具
体
的
内
容
を
記
し
て
お
く

と
、
偶
者
叩
]
可
紅
白
仏
に
お
け
る
イ

i
リ
l
の
メ
ン
バ
ー
国
交
・
5
品
DHl(向

日
尚
喜
ロ

2
0
G
の
世
襲
の
持
分
合

E
B
m
g
Z
)
は、

HH吋
M
V
門
戸

O色
合
官
官
白

8
胃
山
田
件
。
門
同
窓
口
仏
)
た
る
田
宮
内
W

円凹
O
ロ回目

yoE百
四
と
、
円
ω
邑
円
(
〕
O
山口
H

H
8
3
た
る

g

g
品目

4
E
E
m
]
g
B
と
か
ら
成
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち

の
世
襲
的
に
占
取
さ
れ
た
土
地
に
対
す
彼
個
人
の
権
利
は
、
彼
の
生
存
中

に
限
ら
れ
た

g
E
E
o
s
-
な
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
土
地
を
自
由
に
処

分
す
る
権
利
も
ま
た
、
慣
習
に
よ
っ
て
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
世
襲
地
は
相
続
に
際
し
て
、
彼
の
息
子
遠
の
聞
で
均
等
に
分
割
さ
れ

た
。
お
よ
そ
こ
れ
ら
の
点
が
、
家
族
世
襲
所
有
地
に
固
有
の
本
質
的
特
徴

(

M

)

 

で
あ
る
。

つ
ウ
ェ
イ
ル
ズ
法
」
に
お
け
る
イ
!
リ

i
及
、
び
三
円
四
巧
包

M10間
切
の
意

味
に
関
し
て
は
、
お
よ
そ
以
上
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
が
、
守
口

g
の
研
究

に
依
拠
し
た
場
合
に
一
一
一
一
日
い
得
る
。
と
す
る
と
、

ω
8
g
v
g
を
批
判
し
た

開
呂
田
に
し
て
も
、
守
口

2
に
し
て
も
、
イ
I
リ
ー
を
本
来
的
に
は
土
地

を
占
取
す
る
主
体
H
基
本
単
位
、
つ
ま
り
何
ら
か
の
団
体
を
表
示
す
る
も

の
と
し
て
理
解
す
る
点
て
は
、
意
外
な
こ
と
に
共
通
し
て
い
る
と
言
え

(

日

)

る
。
こ
と

ω
2
g
u
s
の
イ
l
リ
!
解
釈
に
関
す
る
限
り
、
開
口
広
が
批

判
し
た
点
は
、
イ
1
リ
l
の
構
成
及
び
そ
の
継
起
的
分
解
↓
ガ
ヴ
ェ
ル
の

『
一
ア
ン
ピ

l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
i
リ
i
に
つ
い
て

形
成
、
に
あ
っ
た
わ
け
で
、
叶
J
F
o
d
三
間
が
強
く
批
判
し
た
と
こ
ろ
の
、

イ
l
リ
i
u担

za
と
す
る

ω
S
E
F
B
の
も
う
一
つ
の
イ

i
リ
l
解
釈

で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

守
口

g
と
共
に
今
日
の
「
指
導
的
学
説
」
を
築
き
上
げ
た
故

H

J

H

・

2
R
S
と、

ω
g
Z
F
5・
何
回
ロ
タ
そ
し
て
守
口

g
と
の
間
に
は
、
ィ
l

リ
!
の
解
釈
に
関
し
て
、
深
い
断
絶
が
見
ら
れ
る

C
E
R
8
の
研
究
の

特
質
は
、

H
D
D
E
と
は
異
っ
て
、
専
ら
所
領
調
査
薄
を
中
心
と
す
る
所
謂

(
刊
四
)

3
2
a
O
4
!広
g
g
に
依
拠
し
た
こ
と
で
、
彼
は
そ
う
し
た
史
料
に
お
け

る
イ
l
リ
ー
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
を
、

ω
g
g
F
B
と
は
逆
に
、
一

義
的
に

a
s
u
E
令
官
ロ
ロ
ロ

a
g
E宮崎

O町
田
田
山
口
四
日
冊
目

g
n
w
D円

(ロ)

口
目
白
ロ
(
巧
・
問
看
巴
可
間
口
丘
仏
)
〉
と
規
定
し
た
。
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
付

言
す
れ
ば
、
イ
l
リ
ー
を
山
宮
B
己
吋
吉
区
宙
開

R
H目
白
血
と
解
し
た
と

い
う
だ
け
な
ら
ば
、
何
も

HUF28
が
最
初
で
は
な
い
。
既
に
見
た
よ
う

に
、
肘
-
〉

-po」
三
田
や
〉

-Z-HdrHHR
は
も
と
よ
り
、

ω
g
g
r
s
で

さ
え
イ
ム
プ
リ
シ
ッ
ト
に
は
イ
l
リ
!
の
か
か
る
側
面
を
認
め
て
い
た
。

さ
ら
に

M
g
g
の
場
合
に
は
慎
重
に
も
、
「
後
世
に
至
っ
て
初
め
て
」
イ

i
リ
i
が
田
円
相
田
口
口
開
立

R
P
或
は
白
町
刊
日
同
国
ロ

g円
四
円
同
日
円
四
百

5
0

8
ニ
と
い
う
意
味
で
の
田
吉
弘
、
即
ち
「
保
有
地
と
い
う
限
定
さ
れ
た

意
味
」
を
有
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
、
イ
i
リ
i
の
語
義
変
化
を
指
摘
し
つ

、

、

、

(

辺

)

っ、

E
2
8
の
解
釈
に
、
こ
の
限
り
で
は
、
従
っ
て
い
る
。
だ
が
、

Et

R
8
に
あ
っ
て
は
、
単
に
イ

i
リ
i
が
一
義
的
に
己
担
巳

g-血
と
し
て

把
握
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
の
意
義
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
同
時
に
彼
が
指
摘

し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
し
て
こ
の
点
に
お
い
て

ω
3
g
v
B
を
決
定
的
に

二
九
七



守
ア
ン
ビ

i
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
l
リ
l
に
つ
い
て

一
米
り
超
え
た
と
号
一
口
い
得
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
問
調
。
】
可
(
己
目
巳
山
口
弘
)

が
、
目
当
日
円
以
1

向
。
三
品
(
円
]
田
口
)
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
、

(
印
〉

こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
間
巧

m
q
《
家
族
所
有
地
》
と
問
巧
白
H
E
C
H
色
白
《
血
縁

組
織
》
と
の
術
一
誌
上
の
区
別
は
可
ト

3
2
に
あ
っ
て
は
非
常
に
厳
密
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う

の
は
こ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
土
地
と
そ
の
所
有
主
体
と
を
別
個
に
い

わ
ば
複
眼
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
ワ
て
は
じ
め
て
、
逆
に
今
度
は
、
元

米
統
一
さ
れ
て
い
た
・
或
は
未
分
化
の
状
態
に
あ
っ
た
両
者
が
漸
次
分
離

し
て
ゆ
く
過
程
を
、
ロ

-
S
F
E
の
解
体
↓
目
白
血
ZH合同
-
o
当
D
O
吋
由
}
ユ
ロ
の

確
立
の
過
程
と
し
て
把
援
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
、
と

H
1
2
8
は
考

〈

m出
)

え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
や
や
誇
張
し
た
言
い
方
を
す
れ
ば
、
あ
た
か
も

E
R
S
の
著
書
の
ど
の
一
ペ
ー
ジ
を
と
っ
て
も
、
問
看
四
日
可
と
問
者
四
】
可
l

宮
門
怠
と
が
切
り
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
両
者
は
《
門
司
E

E
丘
一
片
岡
比
一
o
ロ
》
(
」
戸
建
・
め
よ
ち

8
6
と
し
て
常
に
一
対
の
も
の
と
し
て

把
握
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

R
R
g
の
右
の
解
釈
を
支
え
て
い
る
の
が
彼
の
創
見
に

か
か
わ
る
イ

i
リ
i
H十
二
陛
紀
起
源
論
で
あ
る
。
確
か
に
、
系
図
学
研

究
か
ら
、
三
田
口
日
田
口
弘
と
し
て
の
イ
i
リ
l
の
名
祖
が
、
ほ
ぼ
一
一
五

O

年
か
ら
一
一
七

O
年
に
か
け
て
生
存
し
た
有
力
な
人
物
・
氏
族
で
あ
っ

た
、
と
い
う
有
力
な
証
懲
を
引
出
し
、
こ
れ
を
基
に
、

S
E
a
-
Z
H
H
Eロ

色
町

H
F
自
由
。
己
と
し
て
の
イ
l
リ
!
は
一
一

0
0年
以
降
初
め
て
出
現
し

(

幻

〉

た
、
と
論
じ
た
の
は
古
今
日
を
も
っ
て
鳴
失
と
す
る
。
こ
の
説
は
、
今

回
μ

ウ
ェ
イ
ル
ズ
中
世
史
の
領
域
で
「
定
説
」
化
し
て
い
る
彼
の
幾
つ
か
の

二
九
八

会

g
z
の
う
ち
で
も
、
最
も
流
布
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
』

8
2
は
こ

れ
を
《
三
円
岡
山
口
]
田
口
品

5
2ミ
》
と
命
名
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
』

0・

3
3
の
こ
の
命
名
が
実
に
的
確
に
古
今
日
説
の
論
理
的
弱
点
を
衝
い
て

い
る
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
と
一
言
う
の
も
、

E
2
8
は
十

二
世
紀
に
イ
l
リ
ー
が
出
現
し
た
原
因
を
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
部
族
乃

至
氏
族
の
包
括
吉
窓
口
広

cq
へ
の
定
住
(
?
)
に
求
め
て
い
る
か
ら

(

明

品

)

に
外
な
ら
な
い
。

他
方
守
口
冊
目
自
身
は
、
十
二
世
紀
以
降
田
富
山
岳
認
と
し
て
の
イ

i

リ
i
が
出
現
し
た
と
い
う
点
に
は
同
意
し
つ
つ
も
、
こ
の
時
期
に
部
族
日

自
由
民
が
定
住
し
た
土
地
、
即
ち
し
す
ロ

g
の
き
口
う
と
こ
ろ
の
三
円
四
手

丘
三
四

ul--E空
包
が
こ
の
語
を
す
ぐ
れ
て
芯
ロ
ロ
ユ
回
目
な
概
念
と
し
て

用
い
て
い
る
こ
と
に
特
に
注
意
し
た
い

l
lは
、
決
し
て
未
占
取
地
三
円
・

間
E

E
包
一
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
十
二
世
紀
以
前
に
は
専
ら
隷
属

民
ぎ
ロ

Q
g
g
が
定
住
し
て
い
た
土
地
で
あ
り
、
従
っ
て
イ
i
リ
l
は
以

前
の
隷
属
氏
保
有
地
に
い
わ
ば
「
上
置
き
さ
れ
た
」
結
果
出
現
し
た
も
の

(
幻
)

で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
十
二
世
紀
以
前
の
早
期
ウ
ェ
イ

ル
ズ
社
会
像
に
関
し
て
、
全
く
正
反
対
の
趣
を
呈
す
る
二
つ
の
説
、
即
ち

合
町
一
川
区

-
s
a
S
2
4》
と
令
官
。
弓

o
で
d
由
美
国
間
∞

=
g
D
S
-
8
3

q
-
0
5
0
の
命
名
)
と
が
錆
を
削
り
あ
っ
て
い
る
の
が
見
出
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
こ
れ
以
上
両
者
の
イ

i
リ
l
起
源
論
に
深
く
立
入
る
つ
も
り
は
な

い
。
い
ず
れ
に
ぜ
よ
、
白

Z
E
Z仰
と
し
て
の
イ
1
リ
ー
が
十
二
世
紀
を

画
期
に
出
現
し
た
と
す
る
一
点
で
、
百
台
no
とい「

g
g
と
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
足
り
る
か
ら
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
最
近
永
井
一
郎
氏
は
、
イ
l
リ
ー
を
扱
っ
た
一
連
の
論
考
に

お
い
て
、
氏
の
所
謂
「
通
説
」
に
お
け
る
イ
l
リ
l
解
釈
を
批
判
す
る
見

解
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
氏
は
、

ω
g
g
F
5・
ヨ
ロ
ロ
四
S
向
。
戸
間
呂
田

(

引

品

)

(

お

)

ら
が
依
拠
し
た
「
ウ
ェ
イ
ル
ズ
法
」
、
及
び
『
デ
ン
ピ

l
所
領
調
査
薄
』

の
綿
密
な
史
料
批
判
を
果
さ
れ
た
後
で
、
両
史
料
に
拠
り
な
が
ら
、
イ
ー

リ
l
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
氏
独
自
の
解
釈
を
下
さ
れ
て
い
る
。
先
、
す
、

『
テ
ン
ビ

l
所
領
調
査
薄
』
が
作
製
さ
れ
た
二
二
三
四
年
当
時
の
イ

i
リ

I
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
「
本
質
的
に
は
血
縁
者
集
団
で
は
な

(
お
)

い
」
と
結
論
す
る
。
で
は
イ
l
リ
!
と
は
何
か
。
氏
は
、
「
こ
の
イ

i
リ

!

と
ガ
ヴ
ェ
ル
を
二
二
世
紀
前
半
以
降
の
あ
る
時
点
で
、
自
生
的
な
成
長
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
人
為
的
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
結
果
出
来
上
っ
た
農

(

幻

)

民
の
土
地
保
有
組
織
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
よ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

見
ら
れ
る
と
お
り
氏
は
イ
l
リ
ー
を
「
農
民
の
土
地
保
有
組
織
」
(
団
体
を

表
示
す
る
/
)
と
規
定
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
進
ん
で
そ
れ
が
、
十
二
世
紀

前
半
に
「
人
為
的
に
」
つ
く
ら
れ
た
、
と
推
論
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
永
井
氏
の
こ
う
し
た
結
論
に
は
、
注
意
深
く
留
保
が

付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
ィ
l

リ
ー
が
「
農
民
の
土
地
保
有
組
織
」
と
し
て
「
人
為
的
に
」
ま
と
め
上
げ

ら
れ
る
際
に
、
「
中
世
ウ
ェ
イ
ル
ズ
社
会
を
濃
く
色
ど
っ
て
い
る
血
縁
関

係
が
擬
制
的
に
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
(
傍
点
は
引
用
者
。
以
下

(
お
)

同
じ
)
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
第
一
。
い
ま
一
つ
は
、
十
二
世
紀
前
半
以

降
の
あ
る
時
点
で
出
来
上
っ
た
「
農
民
の
土
地
保
有
組
織
」
、
つ
ま
り
「
イ

l
リ
!
な
り
ガ
ヴ
ェ
ル
が
誕
生
す
る
以
前
か
ら
、
そ
の
母
体
と
な
る
よ
う

ヨ
ア
ン
ビ

l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ

i
リ
i
に
つ
い
て

な
農
民
の
土
地
保
有
組
織
が
、
こ
れ
は
多
分
自
生
的
に
発
達
し
て
来
て
い

(

m
出

)

た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
但

し
書
き
は
、
読
者
を
甚
だ
当
惑
さ
せ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う

の
は
、
右
に
指
摘
し
た
二
つ
の
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
結
局
、
十
二
世

紀
以
前
の
ウ
ェ
イ
ル
ズ
社
会
に
、
血
縁
者
か
ら
成
る
何
ら
か
の
土
地
保
有

組
織
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
永
井
氏
は
イ
ム
プ
リ
シ
ッ
ト
に
も
せ
よ

認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
若
し
、
氏
が
そ
う
で
は
な

い
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
擬
制
的
に
利
用
さ
れ
た
」
血
縁
関
係
と
、

自
生
的
な
「
農
民
の
土
地
保
有
組
織
」
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
他
の
如
何
な

る
関
連
に
お
い
て
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
の
点
い
ま
少
し
明
示
的
な

説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

永
井
氏
の
イ
l
リ
l
解
釈
に
つ
い
て
の
疑
問
は
以
上
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
先
ず
第
一
に
、
『
一
ア
ン
ピ

l
所
領
調
査
薄
』
に
見
出
さ
れ
る
イ
l
リ

i
及
び
ガ
ヴ
ェ
ル
に
つ
い
て
。
は
た
し
て
氏
の
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
「
農

民
の
土
地
保
有
組
織
」
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
い
っ
た
い
こ
の

「
組
織
」
と
い
う
言
葉
は
、
氏
に
あ
っ
て
は
何
ら
か
の
実
体
的
な
団
体
を

表
示
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
或
は

E
R
g
が
し
ば
し
ば
用
い
る
如
き

Z
2
R
E
2
8
0片
岡
毛
色
可
と
い
っ
た
、
そ
の
機
能
に
重
き
を
置
い
た
抽
象

的
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
甚
だ
唆
昧
で
あ
る
が
、
筆
者
は
永
井

氏
が
前
者
の
意
味
で
用
い
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
第
二
に
、
ィ

i
リ
l
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
を
保
有
す
る
共
同
土
地
保
有
農
民
|
|
こ
れ
ら
は

イ
i
リ
l
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
|
|
』
は
、
は

た
し
て
永
井
氏
の
断
言
さ
れ
る
よ
う
に
「
本
質
的
に
は
血
縁
者
で
は
な

二
九
九



『
テ
ン
ピ

i
所
領
調
査
簿
h

に
お
け
る
イ
i
リ
l
に
つ
い
て

い
」
の
か
。
筆
者
は
必
ず
し
も
そ
う
言
い
切
れ
な
い
と
考
え
る
。
既
に
触

れ
た
よ
う
に
、
守
口
叩
印
は
土
地
占
取
の
主
体
と
し
て
の
イ
l
リ
ー
を
血
縁

者
集
団
と
見
倣
し
、

E
R
g
は
四
羽
目
可
!
日
問
。
三
円
凶
を
四
円
。
昌
三
玲

g

E
B
B
g
と
見
倣
し
て
い
る
。
第
三
に
、
ィ
l
リ
1

乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
が

「
人
為
的
に
」
創
出
さ
れ
た
、
と
、
永
井
氏
が
考
え
る
根
拠
は
何
か
。
誰
が

(
主
体
〉
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
も
っ
て
つ
く
り
だ
し
た
の
か
、
氏
は
開
明

示
的
に
は
述
べ
て
い
な
い
。
こ
の
最
後
の
点
は
、
永
井
氏
の
様
々
な
主
張

に
援
用
さ
れ
て
い
る

E
R
g
-
M
C
5
m
u
u
-
出
・
。
巧

g
等
の
所
説
に
お

(ω〉

い
て
斉
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
等
の
主
張
は
い

ず
れ
も
確
た
る
根
拠
を
示
し
て
お
ら
ず
、
説
得
力
に
欠
け
る
憾
み
が
あ

る。
お
よ
そ
以
上
が
永
井
氏
の
イ
l
リ
I
解
釈
に
対
す
る
筆
者
の
疑
問
で
あ

る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
三
つ
の
点
、
特
に
最
初
の
一
、
二
点
に
関
し
、
以
下

の
節
で
、
具
体
的
に
史
料
を
扱
い
な
が
ら
詳
し
く
述
べ
る
つ
も
り
で
あ

る
(
三
に
関
し
て
は
他
日
別
稿
を
期
し
た
い
)
。

最
後
に
、
永
井
氏
の
所
説
に
関
し
て
い
ま
一
つ
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
イ

i
リ
i
を
「
土
地
保
有
組
織
」
と
理
解
さ
れ
る
永
井
氏

は
、
ガ
ヴ
ェ
ル
に
つ
い
て
も
や
は
り
同
様
に
、
「
土
地
保
有
組
織
」
と
見
倣

し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
氏
独
向
の
構
想
を
打
出
す
た

め
に
永
井
氏
が
援
用
し
た

2
2
8
そ
の
人
は
、
絞
め
名
を
不
朽
な
ら
し

め
た
論
文
、
斗
}
5
c
b
L「
白
丸
山
口
切
言
問
。
円
宮

ω
5
3
.
(
一
九
四
二
年
)

の
中
で
既
に
、
イ

i
リ
!
が
単
一
の

2
2
w
R
n
-
S
Q毛
色
吋
問
。

Ea)

の
統
一
的
な
所
有
地
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ガ
ヴ
ェ
ル
(
岡
田
町
田
冊
目
〉
も
ま
た
、

三
0
0

イ
i
リ
i
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
人
的
・
氏
族
的
諸
関
係
と
い
う
上
部
構

造
、
却
ち
間
司
色
吋
問
。
門
岳
、
と
い
っ
た
も
の
を
欠
く
も
の
の
、
や
は
り

(
む
〉

F
O
E
S四
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
若
し
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

ガ
ヴ
ェ
ル
を
永
井
氏
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
回
以
四
円
円
。

の
真
意
と
は
ま
こ
と
に
程
遠
い
と
き
口
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で

は
な
く
同
時
に
ま
た
、

ω
2
g
v
B
の
「
始
祖
の
司
氏
叩
(
問
者
四
日
M
G
の
分

割
は
、
家
族
集
団
の
分
割
で
あ
っ
て
、
土
地
の
そ
れ
で
は
決
し
て
な
い
」

と
い
う
主
張
に
対
す
る
、
出
向
no

の
批
判
の
意
義
を
見
失
う
こ
と
に
も

(
お
)

な
る
。
こ
の
一
九
四
二
年
の
論
文
で

E
2
8
は
、
「
ィ
!
リ

i
そ
れ
自

体
は
、
疑
問
の
余
地
な
く
元
来
、
究
亡
し
た
土
地
所
有
者
資
毛
ユ
2
0円

の
家
産
可
申
同

g旨
2
v
の
、
最
初
の
分
割
か
ら
生
じ
た
と
こ
ろ
の
持
分

島
田
吋
叩
で
あ
っ
た
こ
と
す
る
令
官
回
目
白
岳
町
田
D

ロ
門
司
宮
ユ
S
Z
四巧冊目司》

ハ
お
)

〈
開
呂
田
)
を
確
認
し
、
こ
れ
を
最
後
迄
区
持
し
た
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、

十
四
世
紀
の
諸
所
領
調
査
簿
に
記
ぎ
れ
た
イ
i
リ
i
並
び
に
ガ
ヴ
ェ
ル

が
、
そ
の
起
源
に
お
い
て
厳
密
に
、
何
百
円

m
g回
目
広
島

g
E
H
Z
gロ

で
あ
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
寸
-
F
O
項
目
印
が

ω叩叩ヴ
czg
と

E
2
2
と
を
同
列
に
並
べ
て
批
判
し
た
の
も
故
な
し
と

(
鈍
〉

し
な
い
の
で
あ
る
。

(

1

)

司・∞

ggHMg-M1bぬ
同

誌

h
p
忌
さ
き
h
ね
む
き
さ
2Nご

v(Fsep

同∞∞臼一

HUC日)・同》
HYH叩品目・。
ω
古・司

-H由回・ロ・]ケ

ハ
2
)
印

g
t
。VB
W
H
a
ミ宮円九叫し可

a
s
p
忍・

ιCH・

(
3
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こ
の
点
は
J
H
E
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同
『
山
内
宮
町
内
に
も
共
通
す
る
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Q
・
5
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向
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口
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『
デ
ン
ピ

l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
l
リ
!
に
つ
い
て

ぜ
〈
h

凶】め
ω
J

官官・日出由

ω
c
・

(

8

2

2
口0
・ミ・司、・

?

3・
N
E
斗

w
u
a
L
8
1
2

(
お
)
』
。
ロ
2
・
司
・
同
・
同
よ

(530γ

官官
-
H
N
叶
∞
-

(
制
〉
永
井
一
郎
「
ウ
ェ
l
ル
ズ
法
に
つ
い
て
」
『
国
学
院
経
済
学
』
第
二
二
巻

第
三
号
、
一
九
七
四
年
。
同
「
『
ウ
ェ
l
ル
ズ
法
』
と
の
耳
巳
可
」
『
国
学
院
大

学
紀
要
』
第
十
三
巻
、
一
九
七
五
年
。

(
お
)
同
氏
、
前
掲
「
C
君。
q
に
つ
い
て
」

(
M
A
)

同
稿
、
二
一
一
具
、
同
氏
「
『
ウ
ェ
l
ル
ズ
法
』
と
の
唱
。
}
可
」
一
二
回
頁
。

〈
幻
〉
「
の
唱
。
]
『
に
つ
い
て
」
二
三
頁
。

(
お
)
同
稿
、
二
四
頁
。

(
m
m

〉
同
稿
、
一
三
頁
。

(
鈎
〉
永
井
一
郎
「
の
毛
色
可
の
起
源
に
つ
い
て
」
『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
』
一
九

号
、
一
九
七
三
年
、
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
泊
〉
】
U-050w
ミ
司
・

9
・
8

・
M
M
D
l
叶・

2
0
吋口
O

が
こ
こ
で
彼
の
仮
説
を
裏

付
け
る
た
め
に
引
証
し
て
い
る
切
円
0
5
2
0
5
h
r
吋
色
。
所
債
の
『
第
一
次
所

領
調
査
簿
』
の
ガ
ヴ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
叶
・
戸
田
房
が
整
理
し
た
リ
ス
ト
を

掲
げ
て
お
く
。
(
次
頁
参
照
〉

(
位

)

2

5

P
芯ミ・・目
VHV
・ωNUlu--
の同
-mooσ
。F
5
・
吟
ミ
FRNN~叫
し
三
時
、
苦

--v・臼中・

(お
)
H
V日

0
5
0
・
3
N札
よ

HYMNω
・

(引品〉、同
J

F

O
司
Z
・。
b
・
2
H
J
U
・
ω
D
品・

『
デ
ン
ビ

l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ

l
リ

l

前
節
で
は
学
説
史
の
検
討
か
ら
、
十
四
世
紀
の
諸
所
領
調
査
薄
に
見
ら

れ
る
イ

l
リ
I
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
が
、
「
農
民
の
土
地
保
有
組
織
」
で
は
な

三
O
二

く
、
向
田
ヨ
ロ
可
]
田
口
白
或
は
単
に
ぎ
五
一
口
同
を
意
味
し
た
こ
と
を
結
論
し

た
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
か
か
る
解
釈
の
妥
当
性
を
史
料
か
ら
裏
付

け
る
わ
け
で
あ
る
が
、
予
め
論
証
の
手
続
き
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お

き
た
い
。
第
一
に
、
永
井
氏
が
専
ら
実
証
に
努
め
ら
れ
た
、
イ
l
リ
l
の

「
構
成
メ
ン
バ
ー
全
員
が
相
互
に
血
縁
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
血

縁
者
団
を
形
成
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
」
と
い
う
点
は
、
自
ず
か
ら
論
証

の
直
接
の
対
象
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
こ

の
間
題
は
、
イ

l
リ
l
が
何
ら
か
の
土
地
単
位
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
後
に
は
じ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
し
あ
た
り
は

副
次
的
な
意
義
し
か
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
氏
の
設
問
に
即
し
た

場
合
で
も
、
『
デ
ン
ピ

l
所
領
調
査
薄
』
に
記
さ
れ
て
い
る
イ
!
リ
l
及

び
ガ
ヴ
ェ
ル
|
|
と
言
っ
て
も
、
計
算
し
易
い
後
出
の
三
コ
モ

i
テ
の
み

|
|
の
総
数
約
三
四

O
の
う
ち
叫
強
に
当
る
五

O
が
、
単
独
の
土
地
保
有

農
民
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
事
態
の
も
つ
意
義
も
ま
た
決
し
て
看
過

し
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
指
摘
で
き
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
右
の
点
と
の
関
連
に
お
い
て
、
同
内

3
・HH
】
叩
門
岡
町
コ
モ

l

テ
の
非
自
由
民
ロ
丘
町
三
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
約
三

O
の
ガ
ヴ
ェ
ル
に

は
一
つ
と
し
て
固
有
の
名
称
を
付
け
ら
れ
た
も
の
は
な
く
、
そ
の
上
、
こ

れ
ら
の
ガ
ヴ
ェ
ル
は
大
部
分
が
個
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
、
ロ
目
立
三
の
イ
l
リ
ー
は
も
と
よ
り
、
自
由
民
の
イ
l
リ
i
す
ら

こ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
の
は
何
故
か
、
と
い
っ
た
こ
と
も
、
小
稿
で
積
極

的
に
論
じ
る
機
会
は
残
念
な
が
ら
な
い
。

そ
こ
で
以
下
の
論
述
に
お
い
て
は
、
「
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
ウ
ェ
イ



The First Extent of Bγomfield and Yale， 1315. 注 (31)

The word gafael is used in the Extent in this sense only， and occurs in the foll-

owing places : ーーーー

Remarks. 

Erryres 

Bodedris 

Chweleirog 

1 gafael held by one man， area with messuage and 

croft 7 acr，田.

2 gafacls held by one man， area not stated. 

18 half-gafaels， held by fourteen separate individu-

als， 2 by two brothers， and 2 by another lot of 

two brothers. Area not stated. 

17 half-gafaels， 13 by田 parateindividuals， 2 by two 

men jointly， and 2 by two other men jointly. 

Areas not stated， but all equal and same as in 

Gwensanau. 

2 gafaels held jointly by two men， area not stated. 

1 gafael held by four men， 2 gafaels each held by 

two men， 3 half-gafaels held each by one man， 1 

1/3-gafael held by on巴 manAre品 notstated， but 

all gafaels equal. 

1 gafael held by four men， 22 gafaels held separa-

tely by single individuals， 1 1/3-gafael held by 

one man， and 5 quarter-gafaels each held by one 

man. Areas not given， but all gafaels equal. 

1 gafael held by four men， 1 gafael held by three 

men， 1 gafael held by one man， half a gafael held 

by one man. Area not stated， but all gafaels eq-

ual. 

One 1/3-gafael held by one man， one 1/6-gafaeJ heJd 

by three men. 

One 1/6-gafael held by a group of nativi， 1 g呂fael

held by one per町民 and 1/3-gafael held by one 

person. Gafaels equal 36 acres each. 

1 gafaels held by eight men jointly = 40 acres. 

Free 

Unfree 

Unfree 

Free 

Unfrea 

Unfree 

Tenure. 

Free 

Do 

Do 

L1andynan 

and Cymmau 

Bryntangor 

Dutton Diffaeth 

Vi1le. 

Gwensanau 

Wrexham 

『
デ
ン
ピ

l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ

i
リ
1
に
つ
い
て

Free 

T_ P. ElIis， The First Extent of Bromfield and Yale， 1315， p. 25. 

Erbistock 

三
O
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『
デ
ン
ピ
l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ

i
リ
I
に
つ
い
て

ル
ズ
支
配
の
イ
ン
ベ
リ
ア
ル
な
性
格
」

(
H
P
H
P
U
白
4
5ろ
が
顕
著
に
見

ら
れ
る
問
問
吋
自
由
円
四
ケ
コ
モ

I
テ
を
一
応
徐
き
、

H
D
D
B

の
所
謂
イ
ロ
門
担

当
担
呂
田

w

即
ち
「
征
服
さ
れ
ざ
る
領
土
」
に
相
当
す
る
口
岡
町
回
目
立
-
H
E
ロI

E
♂

C
同
町
岡
田
口
]
回
目
の
三
コ
モ

l
テ
そ
れ
に

Z
F包
卑
コ
モ

i
テ
に
地
域
を

限
定
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ち
の
地
域
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
典

型
的
と
考
え
ら
れ
る
氏
族
を
幾
っ
か
取
上
げ
、
十
四
世
紀
初
期
に
こ
れ
ら

の
氏
族
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
イ
l
リ
l
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
が
如
何
な
る
も

の
で
あ
っ
た
か
、
か
つ
ま
た
そ
れ
ら
の
機
能
及
び
性
格
が
如
何
な
る
も
の

で
あ
っ
た
か
を
具
体
的
に
見
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
際
、
ィ
I
リ
!
な
り
ガ

ヴ
ェ
ル
が
一
群
の
共
同
保
有
者
の
団
体
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
か

(
血
縁
集
団
で
あ
る
と
、
何
ら
か
の
土
地
保
有
団
体
で
あ
る
と
を
関
わ

ず
〉
、
或
は
個
人
に
よ
っ
て
単
独
に
保
有
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
視
点

は
、
氏
族
内
部
の
土
地
所
有
関
係
の
変
化
及
び
氏
族
共
同
体
の
山
崩
壊
と
い

う
こ
の
二
つ
の
側
面
に
究
極
の
関
心
を
お
く
小
稿
と
し
て
は
、
行
論
上
常

に
保
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

民
国
U1HHHO
門
間
げ
コ
モ

l
テ
を
除
く
他
の
四
つ
の
コ
モ

I
テ
に
お
い
て
、
自

由
民
氏
族
が
排
他
的
に
村
を
占
有
す
る
ケ
i
ス
(

A

)

一
二
八
(
全
八
二
村

中
の
約
四
六
%
)
の
う
ち
、
し
か
も
「
一
村
を
一
つ
の
氏
族
乃
至
占
取
団

体
が
占
有
す
る
場
合
」
〈
以
下
A

I

型
と
呼
ぶ
)
に
該
当
す
る
事
例
は

二
五
あ
り
、
従
っ
て
ほ
ぼ
そ
の
引
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も

こ
の
う
ち
、
、
門
田
-
o
F
O
B
村
合
同
・
H
g
i
g
〉
と
何
回
8
8げ
門
戸
円
豆
、
村
ハ
ロ
・

8
∞
坦
)
こ
の
二
村
を
占
有
す
る
自
由
民
だ
け
が
、
他
の
村
に
お
い
て
一
切

一二

O
四

イ
l
リ
i
も
ガ
ヴ
ェ
ル
も
保
有
し
な
い
だ
け
で
、
残
る
二
三
の
村
の
す
べ

て
が
、
開
口
町
に
よ
っ
て
北
部
ウ
ェ
イ
ル
ズ
の
一
五
の
‘
若
田
口
目
白
ご
円
5
2
.

と
呼
ば
れ
た
も
の
に
入
る
四
つ
の
氏
族
と
、
そ
の
他
の
有
力
な
氏
族
に
よ

(

1

)

 

っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は

A
l
I
型
だ
け
を
取
上
げ
る

こ
と
に
し
、
先
ず
最
も
単
純
な
右
の
二
村
か
ら
見
て
ゆ
く
。

例
示
I

〔
耕
地
、
森
林
地
、
荒
無
地
の
一
七
五
八

a
か
ら
成
る
斗
向
日
叩

Z
B
村

は
、
一
つ
の
ぽ
己
ロ
B
に
お
い
て
、

JF吋
己
記
円
三
叩
口
出
口
江
戸
吋
O
D

の

日
向
。
四
四
色
町
田
の
保
有
に
存
し
、
こ
の

Z
2
5
H
は
さ
ら
に
四
つ
の
間
但
・

4
白
戸
に
分
割
さ
れ
る
。
同
-
H
S〕

史
料
の
当
該
個
所
を
見
る
と
、
四
つ
の
ガ
ヴ
ヱ
ル
は
皆
同

R
F
R
の
四

人
の
息
子
の
名
前
を
各
々
冠
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
先
ず
最
初
の

CS-as

HNEB-op
を
各
々
血
統
の
異
な
る
一
二
人
が
保
有
し
、
吋
ロ
ロ
院
と
し
て
一
一
一

d
支
払
う
。
二
番
巨
の
の
由
4
0
-
E
E
円
に
は
保
有
者
が
一
人
し
か
い
な

い
。
三
番
目
の
の
同
司
叩

HEE-口
当
同
事
、
に
は
保
有
者
は
六
人
お
り
、
二

血
統
の
兄
弟
か
ら
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
の
白
話
一
日
目
。
B

D

を
四
人
の
兄

弟
が
保
有
す
る
が
、
の

g
p世
間
》

J

同
賢
岳
号
と
の
血
縁
関
係
は
、
直
接
に

は
た
ど
れ
な
い
。
結
局
ペ
R
F
R
E
Z吉田
-Z3ロ
の
一
一
族
に
は
計
一
四

人
い
る
が
、
い
ず
れ
も
ペ

R
S
R
の
四
人
の
息
子
と
の
直
接
の
系
譜
関

係
は
は
っ
き
り
掴
め
な
い
。
な
お
、
四
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
の
面
積
は
等
し
く

な
い
。
何
故
な
ら
の

2
a
E
E
E
Y
E
D
と
の

2
a
z
c
gロ
の
被
没
収

地
の
割
合
が
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
吋
ロ
ロ
開
の
支
払
額
が
異
な

(

2

)

 

る
か
ら
で
あ
る
。



〔何回
8
3
σ
号
E
・
の
全
村
が
二
つ
の
ぽ
口
E
B
に
存
し
、
最
初
の

zn

zs
は
巧
叩
]
O
E
2町
、
与
巧
己
目
U
1
H
H
H

と
呼
ば
れ
、
二
番
目
の

-26

Z
S
は
巧
色
。
宮
市
戸
ミ
昨
白
℃
巧
巳
〕
ミ
ロ
と
呼
ば
れ
る
。
同
・
旧
日
∞
〕

こ
こ
に
は
司

3
窓
口
町
冊
目
と
い
う
文
字
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

E
m
p・

と

Z
2門
司
}
円
と
が
共
に
巧
三
可
B
の
息
子
で
あ
る
と
考
え
る
方
が
自
然

で
あ
る
。
宅
四
日
冊
目

Z
5・
の
約
H
W
を
、
思
O
H
U
w

を
共
通
の
祖
父
と
す
る
四

人
の
孫
が
保
有
し
、
彼
ら
は
吋
己
認
を
一
九
d
支
払
う
。
そ
し
て
巧
四
日
目

冨

2
弓
討
は
、
虫
色
町
、
の
右
以
外
の
他
の
孫
と
考
え
ら
れ
る
四
人
と

宮

2
ミ

w
の
二
人
の
孫
、
計
六
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
、
彼
ら
は
吋
己
認

を
二
ハ
d
支
払
っ
て
い
る
。
こ
の
イ
l
リ
ー
に
は
、
被
没
収
地
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
寸
ロ
ロ
ー
四
の
負
担
は
、
山
の
イ
i
リ
ー
よ
り
も
、
軽
い
。

こ
れ
も
や
は
り
保
有
地
の
規
模
が
異
な
る
こ
と
を
示
唆
し
、
そ
し
て
イ
l

リ
ー
が
保
有
地
で
あ
り
、
寸

E
四
は
こ
れ
に
賦
課
さ
れ
る
地
代
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
上
の
一

O
人
は
明
ら
か
に
巧
E

U

1

5

の
電
話

gぽ
目
、
即

ち
氏
族
色

g
-
R
由H
o
n
-
内
と
呼
ん
で
良
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
上
記
二
例
を
除
き
、

A
l
I
型
に
属
す
他
の
二
三
例
は
、
す
べ

か
ら
く
、
七
つ
の
有
力
な
氏
族
に
よ
る
単
独
の
占
取
に
か
か
わ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
た
氏
族
は
、
全
村
を
一
括
し
て
で
あ

れ
、
ま
た
そ
の
-
部
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
本
来
の
定
住
村
以
外
の

他
の
諸
村
に
お
い
て
も
、
土
地
を
占
取
し
て
い
る
。

例
示
E

そ
う
し
た
な
か
で
も
、
就
中
開
門
町
巾
品
目
切
呂
田
円
四
日
H
F
C
M
込
の
氏
族
は
デ

ン
ビ

l
所
領
に
お
け
る
最
大
か
つ
最
も
有
力
な
氏
族
で
あ
り
、
そ
の
一
族

『
デ
ン
ビ

l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
l
リ
l
に
つ
い
て

が
一
括
占
有
す
る
村
だ
け
で
も
、
八
村
に
も
の
ぼ
る
。
一
元
来
冨
月
間
r
F
Z
1

な
る
人
物
は
、
十
一
世
紀
後
半
乃
至
十
二
世
紀
前
半
に
生
存
し
た
、
と
ι
一一口

わ
れ
、
事
実
、
一
三
三
四
年
当
時
最
も
若
い
世
代
で
あ
る
り
E
4
広
は
、

呂田門間
F
U
己
可
丸
か
ら
数
え
て
(
一
世
代
を
三

O
年
と
み
て
)
、
八
世
代
目

(
3
)
 

に
当
る
。
こ
の
点
は

2
2
8
説
の
証
明
に
し
ば
し
ば
援
用
さ
れ
る
。
他

方
で
、
吋
-Hν

・
ロ
己
目
的
は
、
当
氏
族
が
九
世
紀
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

臼
S
H
E
n
-
可
品
目
か
ら
、

H
U
F
O
今
日
冨
担
当
円
に
招
か
れ
、
包
担
え
と
い
う
首

長
に
引
率
さ
れ
、
北
部
ウ
ェ
イ
ル
ズ
に
移
住
し
て
き
た
と
し
、
そ
し
て
移

住
者
達
は
最
初
、
円
、
0
1
n
C
M可
色
村
を
彼
ら
の
定
住
地
と
し
て
宛
が
わ
れ

(

4

)

 

た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
半
の
部
分
に
関
し
て
、
彼
の
挙
証
を
鵜
呑
み

(

5

)

 

に
出
来
な
い
ば
か
り
か
、
後
半
の
部
分
に
つ
い
て
も
彼
の
指
摘
に
は
問
題

が
残
る
。
と
い
う
の
は
、
部
族
の
最
初
の
定
住
地
は
、
円
)
・
出

-ot司、

g
が

実
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
概
し
て
宮
田
宮
田
句
ユ
宮
山
笠
間
即
ち
、
部
族
玉

ハ
6
〉

へ
の
食
物
貢
租
を
支
払
う
村
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に

C
5
s

己
E
S
コ
モ

l
テ
の

F
o
u
込

gzv
村

(

A

E
型
l
「
一
村
が
複
数
の
氏

族
乃
至
占
取
団
体
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
る
場
合
」
を
こ
れ
に
分
類
す
る
)

に
は
、
何
色
S
Q
の
四
人
の
息
子
の
名
前
を
冠
し
た
四
つ
の
イ
i
リ
!
と
、

さ
ら
に
日
出
同
包
の
息
子
口
町
四
日
の
二
人
の
息
子
の
イ
l
リ
i
、
及
び

開
a
H
E
の
息
子

E
8
0
2
v
の
五
人
の
息
子
の
イ
I
リ
l
が
存
す
る
が
、

い
ず
れ
も
こ
こ
で
は
当
食
物
責
租
を
支
払
わ
な
い
旨
の
記
述
が
あ
り
、
そ

し
て
各
々
の
氏
族
官
。
四

g-冊
目
に
つ
い
て
食
物
貢
租
の
支
払
地
が
明
記

さ
れ
て
い
る
ハ
R

-

M吋

N
e。
そ
こ
で
同
色
己
目
白
田
コ
モ

l
テ
の
〉
ヴ
げ
叩
同
問
中

--2叩
村

(

A

E
型
)
を
み
る
と

2
・
M
M
叶!日
ω
D
)

、
HwaHE
由
也
冨
旬
。

三
O
五



『
デ
ン
ピ

I
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ

I
リ
i
に
つ
い
て

回目
MFロ
ユ
ー
の
氏
族
は
当
村
の
山
を
、
開
門
町
包
の
先
の
四
人
の
息
子
の
氏
族

と
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
民

goユ
げ
の
息
子
。
。
口
同
(
開
仏
門
白
血
の
孫
)

の
五
人
の
息
子
、
即
ち
明
円
四
円
患
の
曽
孫
の
氏
族
等
が
保
有
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
う
ち
あ
く
ま
で
も
当
村
で
食
物
貢
程
を
支
払
っ
て
い
る
の

は、

d
『叩】叩

HHF冊
目
を
保
有
す
る

H
5
0
-
の
氏
族
の
二
ハ
人
と
、
巧
冊
目
叩

河
内
出
印
を
四
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
保
有
す
る
河
町
訟
の
囚
人
の
息
子

の
氏
族
の
二
二
人
だ
け
で
あ
る
。
当
四
日
町
出
-
2
3
を
保
有
す
る
史
w
H
F
3

阿
山
門
町
邑
の
氏
族
一
四
人
は
当
村
で
は
食
物
貢
租
を
支
払
わ
ず
に
、
間
三
e

}
S
U
1
D

村

(
A
l
I
型
)
を
一
括
占
有
し
、
そ
こ
で
当
責
程
を
支
払
う
。

因
み
に
、
同
三
W3-HH
村
で
は
、
こ
の

E
m
p
の
三
人
の
息
子
の
名
を
冠

し
た
三
つ
の

Z
n
Z
B
即
ち
イ
!
リ

i
が
存
し
、
先
ず
巧
叩
目
。
の
当
吋
CMM

に
は
一
六
人
の
保
有
者
が
お
り
、
食
物
貢
租
を
二

s
二
d
出
支
払
っ
て
い

る
。
同
じ
く
巧
色
。
の
ロ
ヨ
に
は
一
二
人
お
り
、
三
S

六
d
支
払
う
。

そ
し
て
巧
冊
目
由
戸
田
羽
田
信
V

に
は
五
人
の
保
有
者
が
い
て
、
こ
れ
は
二
ハ

d
し
か
支
払
わ
な
い
。
従
っ
て
巴
日
吾
担
問
今
旦
の
氏
族
は
、
間
三
-

W
3口
村
を
本
拠
と
し
て
分
家
・
独
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
先
の

〉
5-刊
誌
。
ロ

2
0
村
で
は
、
呂
町
H
V

の
氏
族
と
し
て
一
四
人
の
名
が
挙
げ

ら
れ
て
い
た
が
、
間
三
宮
吋
口
村
で
は
、
切
]
丘
町
の
三
人
の
息
子
の
氏
族

に
分
れ
、
総
計
三
三
人
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
三
人
の
中
に

は
先
の
一
四
人
が
|
|
た
と
え
全
員
一
で
な
く
と
も
合
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
巧
m
U
E巾
5
8
H
W仏
門
司
仏
と
、
司
円
。
四
四
回
目
冊
目
巴
己
甘
さ
開
門
町
え

と
は
、
完
全
に
異
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
即
ち
イ

i
リ

i
は

巴
2
F
の
名
に
因
ん
だ
保
有
地
を
意
味
し
、
他
方
、
官
。
間
叩
HHH冊
目
は
巴
守

O
六

S
の
血
を
ひ
く
子
孫
、
正
し
く
氏
族
を
表
わ
す
、
と
考
え
ら
れ
る
公
・

8
S。
同
様
な
こ
と
が
同
舟
旦
の
他
の
息
子

E
8
2吾
・
河
町
四
回

L
S己

に
つ
い
て
も
言
え
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
〉
σ宮
門
間
色

Z
5
村
に
は

E
8
0

2
5
だ
け
に
、
彼
の
五
人
の
孫
の
名
に
国
ん
だ
イ
i
リ
ー
が
存
し
た
。

こ
の
五
つ
の
イ
l
リ
ー
を
保
有
す
る
五
氏
族
は
、
既
述
の
ド
ミ
品

8
1

村
に
も
存
し
た
が
、
さ
ら
に
吋
O
B
P
D
F
村

(
R
-
M
8
H
)
、
下
回
叩
S
E
a
t
H
M

村

吉
-

M

ミ
ー
∞
)
を
各
々
}
括
占
有
す
る
。

叫

J
R
2
0
5
村
で
五
つ
の
イ
i
リ
ー
を
保
有
す
る
の
O

語
、
与

z
g
R
E

S
-
由
旬
開
門
町
昆
の
氏
族
の
成
員
の
名
前
は
〉
ず
宮
片
岡
刊
日
目
巾
口
町
村
で
挙
げ

ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
か
っ
、
食
物
貢
租
も
当
村
で
支
払
う
わ
け
で
は
な

い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

F
E巧
曲
詩
句
と
の
円

S
の
二
氏
族
は
当
食
物
責

租
を

E
2
z
s
u
B
村
で
支
払
い
、

ζ
怠
と
呂
田
日
F
E
己
の
氏
族
は

〉
宰
印
吋
問
叩

-
z
g
村
で
支
払
っ
て
い
ろ
。
但
し
、

-R.
の
氏
族
に
つ
い
て

は
突
に
複
雑
で
、
こ
の
氏
族
だ
け
が
擢
ん
で
た
発
展
を
遂
げ
て
い
る
の
で

あ
る
。〉

σσ
叩同開叩ロ叩
HHhrFCM込
nou
己
・
吋
D

門むロ
c
s
u
H
L白
mwp巾ロ
31口
、
こ
の
四

村
に
当
丘
四
円
。
円
与
の

E
閥
、
は
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
を
保
有
す
る
の
は
、

い
ず
れ
も
宮
門
の
息
子
関

g
担
問
ニ
ミ
の
氏
族
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

内

g
の
代
(
一
三
三
四
年
当
時
の
当
主
ロ
ミ
広
か
ら
二
代
さ
か
の
ぼ

る
)
に
当
氏
族
は
部
族
王
か
ら
特
権
を
与
え
ら
れ
た
ら
し
く
、
]
[
昌
弘

gu己

村
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
〔
彼
ら
の
申
し
立
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後

王
は
、
同

-
R
の
息
子
関

g
及
び
(
彼
の
共
同
)
相
続
者
ら
に
、
(
彼

ら
が
)
如
何
な
る
叶

E
田w

並
び
に
吋

5
5・
を
も
支
払
わ
ず
に
、
又
、



如
何
な
る

B
F
4
-
z
B
或
は
同
5
0可
・
を
も
支
払
わ
ず
に
、
さ
ら
に
ま

た
、
叶
ロ

g
s
p
村
に
お
い
て
記
さ
れ
て
い
る
類
の
奉
仕
以
外
の
他
の
す

べ
て
の
奉
仕
を
も
給
付
す
る
こ
と
な
く
、
当
同
出
川
ー
す
べ
て
を
、
ウ
ェ
イ

ル
ズ
に
お
い
て
彼
ら
の
(
保
有
す
る
)
他
の
す
べ
て
の
土
地
と
共
に
、
世

(
7
)
 

襲
的
に
保
有
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
同
-

M
斗

ω〕
。
引
用
文
中
の
イ
l
リ
1

4
『
日
目
。
が
保
有
地
、
土
地
で
あ
る
こ
と
、
も
は
や
疑
い
え
な
い
。
か
か
る

特
権
を
与
え
ら
れ
た
氏
族
は
、
当
所
領
に
は
他
に
皆
無
で
あ
る
。
か
く
し

て
閃

g
回目
V
H
D
円
の
一
族
は
以
後
開
注

g
一
族
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
に

な
り
、
独
自
に
、
↓

5
5
8
村
ハ
民

-
g∞l
N
C
)

を
一
括
し
て
(
但
し
被

没
収
地
を
除
く
〉
、
一
四
人
で
占
取
し
、
さ
ら
に
、
同
，
F
U回
目
色
色
村
(
『
-

H
U
O
の
出
を
の
目
4
叩
ロ
担
当

1-o口
開
監

8.
と
し
て
、
三
人
で
保
有
し
、

切

B
D
Pロ
可
町
村
の
U
H
を
巧
巴
叩
肉

S
3
H
R
と
し
て
、
五
人
が
保
有

す
る
。同

じ
く
同
監

g
一
一
族
と
呼
ば
れ
な
が
ら
も
、
同
叩
口
昌
宏
吋
の
氏
族
と

は
別
に
、
ロ
恒
三
色
白
司

HWM可H
H
8
3
H内

8
3
H
R
の
氏
族
と
記
さ
れ
て
い

る
り
可

B
忌
百
〈
担
問

E
ロ
村
(
ロ
・
N
H
N
1
6

の
例
は
興
味
深
い
。
当
村
に
お

い
て
口
当
日
仏
の
氏
族

i
l他
の
処
で
の
当
色
ぽ
巧
三

S
E
a
s
を
保

有
し
て
い
る
者
達
|
|
は
、
当
日
U
C
Eロ
ユ
忍
叶
，

S
E
-
B
と
呼
ば
れ

る
保
有
地
を
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
吋
片
山
岳
白
山
H
P

と
同

g
同匂

HR

氏
族
と
の
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
か
つ
て
こ
の
人
物
が
こ
の
イ
l

リ
ー
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
り
目
4
5

3

5
己
-
8
3
H内

3
3
H
O九
の
氏
族
が
、
そ
の
後
、
こ
の
土
地
を

保
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
言
っ
て
間
違
い
な
い
。
こ
れ
も
巧
四
日
目

ヨ
ア
ン
ピ

i
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
I
リ
l
に
つ
い
て

(
間
当
∞

-uQ
と
同
】
円
。
四
喜
一

2
ハ明者四日

u
a
o
E
3
が
全
く
次
元
を
異
に
す
る

証
拠
で
あ
り
、
前
者
か
ら
本
来
の
所
有
者
が
切
り
離
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

例
え
ば
、
先
の
吋
}
己
自
由
回
色
色
村
の
場
合
に
、
開
門
出

g
の
氏
族
に
属
す
と

さ
れ
る
三
人
が
、

4
『
uEO口
開
門
出

g
・
と
称
さ
れ
る
ガ
ヴ
ェ
ル
を
保
有
し

て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。
こ
の
用
語
法
、
の
き
と
宮
司
い
可
江
口
苫

H
U

白色

g.
は
、
同
監

g
一
族
の
ガ
ヴ
ェ
ル
、
即
ち
保
有
地
の
謂
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
外
に
は
解
し
え
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
開
門
凶
円
巾
円
四
回
旬

呂
田
吋
岡
町
甘
口
立
の
子
孫
の
中
で
も
、
彼
の
曽
孫
。
。
広
岡
か
ら
出
た
民
自

の
嫡
流
|
|
一
三
三
四
年
当
時
の
当
主
は
り
当
日
仏
と
考
え
ら
れ
る
ー
ー

が
最
も
勢
力
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
こ
れ
は
氏
族
内
部
の
不
均
等
発
展
、

即
ち
自
生
的
生
長
を
物
語
る
例
で
あ
る
。

さ
て
、
開

2
3円
四
回
匂
呂
田
円
四
喜
品
目
(
同
の
最
初
の
定
住
地
と
目
さ
れ
る

〉
町
宮
円
四
包

-20
村
に
は
、

E
a
y
E
E叩
同
門
町
の
他
に
、

H
B色
と

HNg凹

と
い
う
肘
今
包
の
息
子
の
名
を
冠
し
た
イ
l
リ
l
が
存
す
る
こ
と
を
既

に
見
た
。
先
ず
H
H
Z
-

の
氏
族
の
本
拠
が
当
村
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
氏

族
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
一
六
人
が
こ
こ
で
食
物
貢
租
を
支
払
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、

H
B己
に
は
二
人
の
息
子
が
あ
り
、
彼
ら

は
各
々
独
自
に
氏
族
を
形
成
し
て
、
今
で
は
呂
田
口
宮
可
三
村

(
R・
M
g

fMg)
を
本
拠
と
し
て
一
括
占
有
し
て
い
る
。
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
記
述

は
興
味
深
い
。

〔呂田

n
Z可
己
の
全
村
が
二
つ
の

F
n
E
B、
即
ち
巧
巾
}
叩
H
H
F
C
D

与

口
町
巾
]
と
巧
巾
日
刊
の
円

g
.
3
H
F四
日
に
お
い
て
保
有
さ
れ
る
。
前
者
は

さ
ら
に
八
つ
の
匂
円
。
白
白
色
白
田
に
分
割
さ
れ

g
D
4
2
5ロ
円
、
後
者
は
五
つ

三
O
七



ヨ
ア
ン
ピ
i
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
1
リ
I
に
つ
い
て

の
日
}
円
白
岡
町
口
同
町
田
に
分
割
さ
れ
る
。
同

-Ng〕

こ
の
記
述
を
読
む
か
ぎ
り
、
イ
l
リ
ー
が
胃
O

情
。
昆
冊
目
と
同
じ
何
ら

か
の
、
し
か
も
よ
り
大
き
な
血
縁
組
織
で
あ
る
か
の
如
き
印
象
を
受
け

る
。
だ
が
、
か
か
る
血
縁
組
織
と
し
て
の
イ
i
リ
l
を
示
唆
す
る
記
述

は
、
史
料
に
は
他
に
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
は
例
外
と
言
え
る
。
と
こ
ろ

が
、
八
つ
の

MMS問叩区

g
或
は
五
つ
の
ち
円
。
間
宮
山
富
と
一
言
わ
れ
る
も
の

は
、
実
際
に
は
す
べ
て
巧
色
。
ロ

F
S
の
弘
、
或
は
巧
色
町

C
g
p
u
の

出
等
と
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
三
番
目
の
弘
巧
色
。
を
保
有
す
る
五

人
は
、
四
番
目
の
泊
巧
冊
目
叩
を
保
有
す
る
六
人
中
の
五
人
と
同
一
人
物
で

あ
る
。
い
っ
た
い
こ
れ
を
如
何
に
解
す
べ
き
か
。
お
よ
そ
、
ロ

F
S
の
八

人
の
息
子
の
氏
族
同
u

円高

g{冊
目
が
、

H
P
8
3
H
5
0
-
の
保
有
地
、
却

ち
イ
l
リ
i
に
対
す
る
持
分
を
、
均
等
に
彼
ら
の
闘
で
分
割
し
て
保
有
し

て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
分
割
さ
れ
た
保
有
地
の
保
有
者

が
互
い
に
重
複
し
て
い
る
点
は
、
当
氏
族
の
成
員
の
聞
に
経
済
的
不
平
等

が
生
じ
て
い
た
、
と
考
え
れ
ば
説
明
が
つ
く
。
す
ぐ
後
で
述
べ
る
よ
う

に
、
こ
の
よ
う
に
同
一
の
保
有
者
が
、
他
の
共
同
保
有
者
と
共
同
で
幾
つ

も
の
保
有
地
を
有
つ
例
は
決
し
て
稀
し
く
は
な
い
。
著
し
い
場
合
に
は
、

一
人
の
保
有
者
が
単
独
で
二
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
を
保
有
し
て
い
る
例
さ
え
見

ら
れ
る
(
昌
巳

3
可
一
村
戸
口
ω
〉
。
ぞ
れ
は
と
も
か
く
、
ロ
z

-

m

H

℃
同
門
町
立

の
二
人
の
息
子
の
氏
族
は
現
在
で
は
当
村
を
本
拠
と
し
て
分
家
・
独
立
し

て
お
り
、
他
村
に
は
進
出
し
て
い
な
い
。

最
後
に
、
同

3
3
H
O円
の
氏
族
と
同
様
に
、
幾
つ
も
の
村
に
複
雑
に

進
出
し
て
い
る

H
g
g
白
句
切
身
邑
の
氏
族
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

三
O
八

〉
ヴ
ヴ
冊
円
四
叩
]
]
叩
己
申
村
で
は
、
H
N

巾
叩
回
国
℃
何
色
円
四
円
凶
の
イ
l
リ
!
は
、
さ
ら
に

四
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
ガ
ヴ
ェ
ル
ハ
名
称
不
詳
)

を
七
人
が
保
有
し
、
食
物
一
貝
租
を
三

s
一二

d
h支
払
う
。
次
の
の
虫
色
一
目

。ロz
q
p
を
九
人
が
保
有
し
、
食
物
責
租
を
こ
こ
で
は
三
年
に
一
度
二

s

u
w
-
H
I
d
支
払
い
、
他
の
二
年
間
は
国

g
r可
口
村
公
・

5
6
に
て
支
払

う
。
同
様
に
三
番
目
の
ガ
ヴ
ェ
ル
(
名
称
不
詳
)
も
、
こ
れ
を
保
有
す
る

五
人
は
当
責
租
を
三
年
毎
に
一
度
こ
こ
で
一

O
d出
支
払
い
、

H
U
C
ω
Z
村

に
て
他
の
二
年
間
は
支
払
う
。
そ
し
て
四
番
目
の
の
雪
印
己
目
白
叩
三
三
口

を
の
円
丘
、

ε同
3
.
a
H
O円
、
が
単
独
で
保
有
し
、
当
貢
租
を
や
は
り

二
一
年
に
一
度
当
村
で
支
払
い
、
他
の
二
年
間
は
宮
山
吉
村
に
て
支
払
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
旬
。
由
吉
村
の
記
述
を
見
る
と
、
〔
耕
地
、
森
林
地
、
荒

無
地
の
一
五

O
a
か
ら
成
る
当
村
は
、

4
『

E
吋
H
H
H

国
勺
河
冊
目
白
の
氏
族
が

四
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
保
有
す
る
。
同

-Hg〕
と
記
さ
れ
て
い
る
。

の
岩
田
口
凹
り
0
司
会
じ
は
七
人
の
保
有
者
が
お
り
、
食
物
責
租
と
し
て
一

九
d
を
支
払
う
。
こ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
は
お
そ
ら
く
〉

5
0円四四日目
2
0
に
お
け

る
当
色
。
河
内
浦
田
昌
開
山
門
邑
の
四
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
の
う
ち
の
一
つ
、
即

ち
三
番
目
の
ガ
ヴ
ェ
ル
と
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ

こ
で
の
五
人
の
保
有
者
が
そ
っ
く
り
の
目

4as
ロ
ミ
ow
で
も
保
有
者
と

し
て
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
保
有
者
数
が

異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
ガ
ヴ
ェ
ル
が
保
有
地
で
あ
っ
て
、
「
土
地
保
有

組
織
」
で
な
い
以
上
、
不
思
議
は
な
い
。
当
ガ
ヴ
ェ
ル
の
七
人
の
保
有
者
は

当
村
で
二
年
間
続
け
て
、
食
物
貢
租
を
支
払
う
わ
け
で
あ
る
。
の
出
4
ー日]]担

問。可門々

-o
は
、
こ
こ
で
も
、
保
有
者
は
〉
宰
叩
円
四
日
戸
田
号
と
周
じ
の

2a



氏
、
省
関

g
.
3
H
0
1
一
人
で
あ
り
、
や
は
り
二
年
間
続
け
て
食
物
貢
租

を
当
村
に
て
支
払
う
。
の
目
4
色
宮
戸
田
口
毛
田
門
岡
町
は
四
人
に
よ
っ
て
保
有
さ

れ
、
お
そ
ら
く
〉
σ百
円
四
巾
口

2
0
の
当
イ
l
リ
l
の
最
初
の
ガ
ヴ
ェ
ル
に

該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
の
七
人
の
保
有
者
と
一
致
す
る
人

物
は
四
人
の
中
に
は
見
当
ら
な
い
公

-so。
こ
れ
も
ガ
ヴ
ェ
ル
が
保
有

組
織
で
な
い
こ
と
を
示
す
。
〉

5
2問
。
ロ
ロ
白
に
あ
っ
た
の
白
4
色
白
の
口
百
・

守
口
が
当
村
に
は
見
ら
れ
な
い
代
り
に
、
巧
ロ
-
u
E
H

出
匂
問
。

2
に
は
、
実

は
あ
と
一
人
問
。
口
、
と
い
う
怠
子
が
い
た
こ
と
を
知
る
。
当
村
の
記
述
に

は
、
円
以
前
同

3
3
4苫
q
B
が
保
有
し
て
い
た
の
雪
江
戸
担
問

3

3

4
5ロ可
B
は
、
こ
れ
を
相
続
す
る
保
有
者
が
い
な
い
。
同

-Mg〕
と
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
、
相
続
者
が
欠
け
て
い
る
場
合

に
、
そ
の
土
地
が
、
先
の
巧
叩
円
帽
の

E
R門
戸
田
℃
同
，

s
g即
日
の
場
合
の

よ
う
に
、
他
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら

れ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
当
然
イ
l
リ
!
な
り
ガ
ヴ
ェ
ル
な
り
の
名
称
と

現
保
有
者
の
名
前
と
は
結
び
つ
か
な
く
な
る
。
永
井
氏
が
「
血
統
上
の
つ

な
が
り
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
言
わ
れ
る
ケ
l
ス
の
一
部
は
、

こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
と
一
一
寄
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
M
M
D
帥
吉
村
は
、
当
村
に
お
い
て
分
家
・
独
立
し
て
い
る
巧
E
Uミロ

回
目
】

HNg田
氏
族
の
一
一
一
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
一
括
占
有
さ
れ
る
。
当
氏

族
の
残
る
一
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
は
、
回
Oz--ow
村

公
-

M

由
。
〉
に
あ
る
。
こ

こ
で
は
四
二

Q
a
か
ら
な
る
当
村
を
の
ロ
宮
守
口
昌
巧
EUEM
の
氏
族

が
一
ガ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
一
括
保
有
す
る
。
。
ロ
}
戸
市
]
〕
1
H
H

の
氏
族
は
、
当

村
で
は
、
H

，E
聞
を
支
払
う
、
だ
け
で
食
物
責
租
は
国

2
5・H

H

村
で
支
払
う

『
デ
ン
ビ
l
一
防
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
l
リ
i
に
つ
い
て

と
さ
れ
、
ま
た
共
同
保
有
者
の
名
前
も
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

ガ
ヴ
ェ
ル
の
口
町
巴
可
ロ
の
場
合
同
町
田
宵
可
ロ
村
で
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い

る
九
人
は
、
先
に
〉

5
9・問。ロ
2
m
村
で
当
ガ
ヴ
ェ
ル
を
保
有
し
て
い
た

九
人
と
す
べ
て
同
一
人
物
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
の
記
述
通
り
、
当
村
で

二
年
間
続
け
て
食
物
責
租
を
支
払
う
。
因
み
に
、
因
。
存
可
出
村
も
ま
た
、

の白
4
呂
田
の
ロ

z
q
p
だ
け
で
な
く
、
他
の
三
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
、

司
E
U
1
5
8
何
冊
目
的
の
氏
族
が
一
括
占
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
一
一
つ
の
ガ

ヴ
ェ
ル
の
保
有
者
は
、
す
べ
て
目
的

Z
村
に
お
け
る
保
有
者
と
同
一
人

(
8
)
 

物
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
各
ガ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
領
主
の

所
有
率
(
被
没
収
地
の
割
合
)
は
、
両
村
共
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で

各
ガ
ヴ
ェ
ル
に
賦
課
さ
れ
る
|
|
本
来
的
に
は
各
共
同
相
続
者
個
人
に
対

、(
9
)

し
て
で
は
決
し
て
な
い
ー
ー
ヲ
民
間
の
支
払
額
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば

3
2巳
村
の
場
合
に
は
、
各
ガ
ヴ
ェ
ル
に
つ
き
、
元
来
一

O
d
が
賦
課
さ

れ
、
民
冊
目
W
M
忌
村
の
場
合
な
ら
ば
、
同
様
に
一
一
一

d
が
賦
課
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る
。

と
す
る
と
、

4
E
q
5
3
H
r
w由
聞
の
家
族

(
E
2
8
の
言
う
出
田
町
γ

開ぽ

o
n
g
U
1
z
p自
己
u
Q
に
よ
っ
て
最
初
占
取
さ
れ
た

MMogc
村
或

は
問
。
鈴
可
ロ
村
は
、
次
い
で
彼
の
死
亡
と
共
に
、
当
日
司
自
の
五
人
の

息
子
の
ガ
ヴ
ェ
ル
〈
但
し
、
同
内
叩
ロ
は
対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
戦
争
の
際
に
死

亡
〉
に
均
等
に
分
割
さ
れ
、
さ
ら
に
村
に
課
せ
ら
れ
た
叶
ロ
ロ
叫
が
各
ガ

ヴ
ェ
ル
に
よ
っ
て
均
等
に
負
担
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
か
か
る
均

等
分
割
と
い
う
吉
田
ぽ
な
観
念
に
基
い
た
i
l
'
一
三
三
四
年
に
は
、
の
や

4
0
ロ
目
白
骨
可
門
々
日
。
は
常
に
一
人
の
保
有
者
が
吋
ロ
ロ
闘
を
全
額
負
担
し
て

一一一
Q
九



『
デ
ン
ピ

l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
l
リ
l
に
つ
い
て

い
る
/
|
|
土
地
の
分
割
・
占
取
(
権
利
)
!
|
吋
ロ
ロ
聞
の
均
等
な
負
担

(
義
務
)
が
伴
う
ー
ー
は
当
氏
族
が
占
取
す
る
村
す
べ
て
に
お
い
て
共
通

に
見
ら
れ
る
。
既
述
の
呂
田
円

Z
U
E仲
村
に
お
い
て
ロ
百
戸
品
開
門
町
立

の
二
人
の
息
子
の
聞
で
村
が
ど
の
よ
う
に
分
割
さ
れ
て
い
た
か
を
想
起
さ

れ
た
い
。

H
H
Z
-

の
二
人
の
息
子
、
ロ

yg
と
の
吋
D
ロw

と
に
村
は
二
分
さ

れ
、
各
々
に
六

O
d
の
寸

E
四
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
。
故
に
、
八
人
の

息
子
を
も
っ
ロ

Z
E
は
村
の
土
地
の
半
分
を
八
つ
に
分
け
な
月
巳

F

吉
田
)
、
各
々
が
七
d
出
ず
つ
ハ
H
W
は
八
d
)
を
負
担
す
る
よ
う
に
し
、
他

方
、
の
H
D
R

は
彼
の
土
地
を
五
等
分
し
、
各
出
に
一
二

d
を
負
担
せ
し
め

た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
所
領
調
査
薄
』
の
段
階
に
な
る
と
既
に
こ

の
「
平
等
原
理
」
が
崩
れ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
日
記
門
丘
町
吉
田
、
即

ち
「
株
分
け
」
に
基
づ
〈
分
割
相
続
。
P
4
0
]
}内
一

E
l
-
-と
い
っ
て
も
そ
れ

は
持
分
片
岡
R
t
g色
白

F
R
g
の
分
割
で
あ
り
、
外
見
的
に
は
あ
く
ま
で

も
イ
!
リ

l
は
統
一
さ
れ
て
い
る

l
i
の
慣
行
が
、
氏
族
を
内
部
か
ら
突

き
崩
し
て
い
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

例
示
E

イ
i
リ
i
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
を
そ
も
そ
も
一
義
的
に
血
縁
者
の
集
団
(
氏

族
或
は
家
父
長
制
大
家
族
)
と
、
或
は
ま
た
何
ら
か
の
土
地
保
有
組
織
と

見
倣
す
立
場
か
ら
は
、
上
来
述
べ
た
}
)
H
a
D

間

g円
四
日
と

2
6
q
の
区
別
に

対
し
て
、
次
の
よ
う
な
反
論
が
予
想
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
関
当
巾
守
は
元
来

空
8
3
5
と
同
義
で
ー
ー
と
は
い
え
そ
の
包
括
す
る
血
縁
者
の
範
囲
は

(
日
)

異
な
る
ー

l
i共
に
英
語
の
き
岳
に
当
る
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に
雪
印

2

々
を
言
。
問
。
ロ

-g
と
言
い
換
え
た
だ
け
で
あ
る
、
と
。
そ
う
で
あ
ろ
う

三一

O

か
。
こ
の
問
題
を
扱
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
事
例
と
し
て
、
そ
し
て
ま
た
従

来
か
か
る
も
の
と
し
て
実
際
に
取
扱
わ
れ
て
き
た
己
四
百
-
2
コ
モ

l
テ

の
目
白
血
〈
お

E
D
a
〉
回
出
叩
円
の
氏
族
を
見
て
み
よ
う
。

北
部
ウ
ェ
イ
ル
ズ
の
一
五
の
‘

3
2
z
-
E
Z九
の
う
ち
の
一
つ
の

回
目
白
血
豆

GZ-U言
問
氏
族
は
、
デ
ン
ビ
!
に
お
い
て
は
、
先
の
回
品
同
叩
品
目
司
一

三回円四
U
V
昌
弘
氏
族
と
勢
力
を
二
分
す
る
河
川
昌
己
〈
出
回

F
E
品

〉

g
R

(
ロ
)

の
氏
族
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
当
氏
族
同
)
円
。
四
日
ロ
山
町
田
は
、
同
州
目
白
血
〈
回

目
町
山
口
の
四
人
の
息
子
、

HN恒
三
宮
D
P
H
a
g
o
ユ-r
ロ
E
E
w
問。」耳目け

に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
四
つ
の
イ
I
リ
l
に
お
い
て
な

R

B閉
廷
品
、

五
つ
の
村
を
一
括
占
取
し
、
さ
ら
に
二
つ
の
村
の
一
部
(
但
し

]
U
2
R色

村
を
除
〈
〉
を
占
取
し
て
い
た
。
四
う
の
イ
l
リ
ー
は
さ
ら
に
、

4
司叩円四

日山田口門

E
Cロ
と
巧
冊
目
冊
目
色
白
ロ
叩
円
H
U

が
各
々
の
名
に
因
ん
だ
各
四
つ
の
ガ

ヴ
ェ
ル
に
分
割
さ
れ
、
副
司
叩
目
。
り
目
HH
円
。
-
と
巧
四
万
町
内
2
2
2
が
同
じ
く

彼
ら
の
名
に
因
ん
だ
各
二
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
に
分
割
さ
れ
て
い
る
な

2

2
2宮
田
〉
。
こ
こ
ま
で
の
血
統
の
つ
な
が
り
は
明
瞭
で
あ
り
、
組
織
的
統

一
性
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
限
り
で
ま
た
、
四
人
の
息
子
が
イ
i
リ

!
と
い
う
家
族
集
団
を
形
成
し
、
三
一
人
の
孫
が
ガ
ヴ
ェ
ル
と
い
う
、
さ

ら
な
る
家
族
集
団
或
は
小
家
族
を
形
成
し
た
、
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
ガ
ヴ
ェ
ル
に
関
す
る
史
料
の
記
述
を
仔
細
に
検

め
て
み
る
と
、
即
座
に
幾
つ
か
の
疑
問
に
ぶ
つ
か
る
。
例
え
ば
、
(
一
)

何
回
三

E
S
の
ガ
ヴ
ェ
ル
か
ら
、
派
生
し
た
四
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
の
う
ち
の

の白
4
四日目白の
510口
と
の
同
4
色
区
切
百
け
F
、
こ
の
二
つ
を
問
団
H
H
.
2
u

切
5
・

同
町
、
回
匂
〈
白
岡
町
田
口
ら
五
人
が
共
同
で
、
一
括
保
有
し
て
い
る
〔
:
ぉ
百
三



室。吋
mo
含
富
岡
白

40】]宮内同
OH耳目
E
。
-2H。山口件。同円。::同・

5
印
〕
。
こ
の
記
述

は
ガ
ヴ
ェ
ル
が
何
ら
か
の
集
団
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
保
有

地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
一
)
当
氏
族
の
一
二
の
ガ
ヴ
ェ
ル
中
、

被
没
収
地
と
な
っ
て
い
る
一
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
を
除
く
と
、
一
一
ガ
ヴ
ェ
ル

の
う
ち
、
三
つ
は
保
有
者
が
一
人
し
か
い
な
い
。
的
2
σ
c
F
H
H
r
Jコロ
3
5
4

皆
同
町
、
り
の
見
解
に
拠
れ
ば
、
ィ
l
リ
i
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
は
、
曽
孫
或
は
孫

の
世
代
を
生
産
の
基
軸
と
す
る
共
同
体
と
見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

保
有
者
が
一
人
と
い
う
の
で
は
明
ら
か
に
組
織
の
体
を
な
さ
な
い
。
】

)2a

g一
三
村
(
ロ
・
訪
日
1
5
0
を
例
に
と
れ
ば
(
当
氏
族
が
一
括
占
有
す
る
他

の
四
つ
の
村
で
も
同
じ
だ
が
て
一
一
の
ガ
ヴ
ェ
ル
は
、
保
有
者
の
数
に

係
り
な
く
、
一
律
六
d
の

H
，

g四
を
賦
課
さ
れ
て
い
る
(
既
述
の
開
(
ザ

吋
丘
呂
呂
田
円
崎
町
吉
リ
三
氏
族
の
場
合
と
同
じ
)
。
こ
れ
は
ガ
ヴ
ェ
ル
、
即

ち
保
有
地
に
対
す
る
い
わ
ば
地
代
と
考
え
な
け
れ
ば
意
味
が
通
ら
な
い
。

合
一
)
次
の
例
も
『
デ
ン
ピ
!
所
領
調
査
薄
』
に
お
け
る
イ
1
リ
l
乃
至

ガ
ヴ
ェ
ル
と
唱
円
。
官
民

2
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
。
叶
口
問
。
門
村
(
問
問
・

5
7
5
3
で
は
当
氏
族
は
、
一
一
ガ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
で
は
な
く
、
四
つ

の
イ
l
リ
!
に
お
い
て
全
村
を
占
取
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
河
田
戸
弘

E
S

の
イ
l
リ
l
に
つ
い
て
史
料
は
、
〔
既
述
の
り

2
5
E円
に
お
い
て
そ
の

名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

5
%
E
S
月

E
H
F
-
8
3
何
回
白
血
は
、
上
記
に

明
ら
か
な
る
如
く
、
彼
ら
の
聞
で
、
四
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
か
ら
成
る
巧
色
。

岡
山
田
口
吾
、
告
幻
mHEー
を
保
有
す
る

:ι
・
5
H〕
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で

も
官
。
四
四

E
g
ほ
共
同
深
有
者
を
表
わ
し
、
イ
!
リ
ー
は
そ
の
保
有
す

(
刊
岨
)

る
土
地
を
表
わ
す
、
と
い
う
厳
密
な
区
別
が
貫
か
れ
て
い
る
。
(
四
)
最

『
デ
ン
ビ
l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
l
リ
i
に
つ
い
て

後
に
当
氏
族
が
一
円
的
に
で
は
な
い
が
、
そ
の
泌
を
占
取
す
る
可
2
2
2

村
公
『
・
同
∞
D
l
M
g
〉
に
つ
い
て
見
ょ
う
。

〔句
2
2色
村
は
自
由
民
の
(
保
有
す
る
〉
一
三
の
日
2
E
S
か
ら
成

る
:
・
河
川
吉
弘
〈
担
問
}
ぺ
〔
白
℃
〉
凹
由
。
円
〕
の
氏
族
の
土
地
保
有
者
|
1
1
彼
ら

の
名
前
は
り

2
口
出
口
付
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る

1

1
は
既
述
の
り
巾
戸

口
同
巳
と
同
じ
よ
う
に
四
つ
の

Z
n
E
B
に
お
い
て
、
同
じ
だ
け
の
持

分
間
】
R
Z
B
を
こ
こ
当
村
で
も
保
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ

こ
で
は
当
村
の
括
を
、
巧
冊
目
。
巧
』
円
可
ロ
ロ
何
回
白
血
と
呼
ば
れ
る
、
ほ
ぽ

一
つ
の

znzs
と
し
て

ρ
E
a
M
U
3
4
5
]
2
g、
保
有
す
る
。

同

-Hg〕

文
字
選
り
解
せ
ば
、

H
S
E
の

J
E巾
賞
。
切
叩
三
六
即
ち
、

H
S
E
の

(
M〉

旨
芯
四
円
田
-
な
土
地
財
産
と
な
る
。
因
み
に
、
史
料
の
欄
外
に
は
同
山
田
同

司
門
司
自
主
同
庁
昆
福
岡
ほ
同
閃
同
看
守
M10ロ
の
O

口
問
。
ロ
と
記
さ
れ
た
例
も

あ
る
。
イ
l
リ
l
は
氏
族
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
何
ら
か
の

土
地
保
有
組
織
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
い
。
序
で
な
が
ら
当
村
の
記
述

で
、
日
u
円。岡田

E
g
が
匂
ユ
丘
町
民
、
即
ち
土
地
保
有
農
民
合

4
0
3
m
Zュ・

寸
一
色
吟
S
F
D
E
2
a
l
M
U
5
R印
)
と
い
う
一
一
一
言
葉
に
よ
っ
て
も
表
わ
さ
れ
て
い

る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
官
官
円
c兵悶叩
gβ目
芯
叩
∞
の
本
来
の
意

味
が
全
く
消
失
し
て
い
る
か
と
一
雪
宮

が
一
き
言
吉
吉
口
早
、
う
つ
よ
う
に
、
確
か
に
、
一
三
三
四
年
当
時
生
存
し
て
い
た
土
地
保
有

者
が
、
イ
l
リ
l
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
に
冠
せ
ら
れ
た
名
前
の
人
物
の
子
孫
で

あ
る
、
と
い
う
決
定
的
な
証
拠
は
な
い
、
と
デ
ン
ピ

i
所
領
内
の
す
べ
て

(

臼

〉

の
氏
族
に
つ
い
て
い
ま
一
応
は
言
え
る
。
し
か
し
史
料
に
お
い
て
、
イ
ー

一一一一一



『
一
ア
ン
ピ

I
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
l
リ
I
に
つ
い
て

リ
l
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
を
保
有
す
る
口
出
己
主
た
る
共
同
土
地
保
有
者
に

ほ
、
こ
の
旬
旨
間

gF目
的
と
い
う
語
は
決
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

を
窓
起
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
空
白
岡

g同
町
田
は
血
縁
嗣
係
を
基
軸
に
結

ば
れ
た
人
々
の
岡
山
体

i
lも
と
よ
り
非
血
縁
者
の
存
在
を
排
除
し
な
い

l

ー
を
原
則
的
に
は
表
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

何
回
ロ
血
〈
回
開
}
ヘ
さ
〉
凹
印
。
門
氏
族
の
最
初
の
定
住
地
が
り

2
口
出
尽
に

あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
こ
で
食
物
貫
租
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
各
イ
l
リ
!
乃
至
ガ
ヴ
ェ

ル
に
お
け
る
共
同
保
有
者
各
自
の
個
別
的
所
有
権
将
司
自

s-口調
5
5
F
G

の
端
緒
的
成
立
を
示
す
次
の
よ
う
な
記
述
が
、
当
一
村
に
見
出
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
〔
の

2
0
-
z
n
E
Z四
.
3
ロ
白
色
冊
目
の
協
は
、
私
通
の
廉
で
権
利

を
剥
奪
さ
れ
た
欠
。
口
、
さ

ζ
四円四品目

F
3
Z円
、
の
も
の
で
あ
っ
た
:
・

叫・

5
u
u
o

円カ

l
ナ

i
ボ
ン
文
書
』
に
も
「
J

門田ユ甘口円

E
3
5
(
]同
丘
島
民

〈
E
5
3
の
岡
田
町
田
色
に
は
、
地
代
歌
課
に
よ
る
と
、
(
か
つ
て

)
Z
S口

昌

2
4
v
g
が
所
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
二
エ
ー
カ
ー
の
被
没
収
地
が

あ
る
:
」
(
同
-
n
u
w

ロ・

3
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
デ
ン
ビ

!
所
領
の
み
な
ら
ず
、
北
部
ウ
ェ
イ
ル
ズ
全
体
に
わ
た
っ
て
、
土
地
の
個

(

間

四

)

別
的
所
有
が
端
緒
的
に
成
立
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

例
示
即
日

A

I

型
に
含
ま
れ
る
他
の
代
表
的
な
氏
族
と
し
て
内
田
口

E
与
ド

24

羽
田
門
岡
町
氏
族
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は

Z
E
-
2
コ
モ
i
テ
の
〉
2
3円

内山口

g
村

2
・
4

日吋巴)、

Z
S
F
U『ロハリ
g
g
村
(
え
∞
叶

igv
を
全
村

占
有
し
、
そ
の
他
に
も
司
3
回
目
村
吉
-
m
u
i
口
日
〉
の
U
M
、

uuBnEz--

一一一一一一

村
〈
町
内
-

H

出品
j

出
品
)
の
出
等
を
占
有
す
る
。

〔
〉
凹
け
円
四
け
の
田
宮
口
村
は
長
い
間
四
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
内
田
口

3

3
F
2
4
E円
四
一
回
の
氏
族
が
一
括
占
有
し
て
い
た
。
各
ガ
ヴ
ェ
ル
は
諸

王
の
時
代
、
吋
戸
口
問
、
を
二

s
六
d
支
払
っ
て
い
た
。
同
・
4

間〕

〈
げ
)

の田口

g
に
は
元
来
七
人
の
息
子
が
い
た
が
、
同

3
0口四円
H
V

は
亡
っ
て

お
り
、
残
る
六
人
の
息
子
の
聞
で
四
つ
の
ガ
ヴ
ェ
ル
を
保
有
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
場
合
興
味
、
深
い
こ
と
に
、
向
。
ロ
同
時
と
何
一
回
D
O
D

を
除
く

(
叩
国
)

他
の
四
人
が
出
ガ
ヴ
ェ
ル
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
史
料
に
は
他

じ
も
こ
の
よ
う
な
、
い
向
、
弘
、
刈
ガ
ヴ
ヱ
ル
と
い
っ
た
、
或
は
、
弘
、
山
、

2
イ
i
リ
!
と
い
っ
た
記
載
が
多
数
見
ら
れ
る
(
イ

i
リ
!
並
び
に
ガ
ヴ

エ
ル
総
数
の
お
よ
そ
二

O
彪
に
も
の
ぼ
る
)
。
こ
の
よ
う
に
イ

l
リ
!
な

り
ガ
ヴ
ェ
ル
な
り
が
加
減
乗
除

l
l
エ
ス
テ
ー
ト
の
厳
密
な
算
出
法
を
見

よ
ノ
ー
ー
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
如
何
な
る
意
味
を
有
つ
の
か
。
こ
の

場
合
に
若
し
ガ
ヴ
ェ
ル
が
、
共
同
相
続
者

g
Z
Bな
印
乃
至
共
同
分
け

前
保
有
者
町
田
ユ

5
B日
の
集
団
を
表
わ
す
と
解
し
た
な
ら
ば
ど
う
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
に
は
出
集
団
或
は
出
集
団
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
極
端
に
言
え
ば
、
保
有
者
が
一
人
の
場
合
に
は
出
人
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
、
7
に
解
し
え
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
イ

!
リ

l
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
は
、
な
る
ほ
ど
始
源
的
に
は
何
ら
か
の
血
縁
団
体
、

或
は
可
白
血
∞

g
円吉

5
2
g
の
如
き
も
の
を
意
味
し
た
か
も
し
れ
な
い
が

(
前
節
二
を
参
照
)
、
少
な
く
と
も
『
デ
ン
ピ

l
所
領
調
査
薄
』
に
記
さ
れ

た
イ

i
リ
I
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
は
そ
う
で
は
な
い
。
た
び
た
び
指
摘
し
て
き

た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
共
に
、

MHSF件
。
ご
o
一巳

Y
O匂ユ
2
0
H
m
F
e
或
は



単
に
保
有
地
或
は
か
か
る
土
地
に
対
し
て
保
有
集
団
が
有
す
る
諸
権
利
の

総
体
田
口
三
日
巾
2
5ロ
を
指
す
、
と
考
え
る
~

〔

U

自白
O
口
出
匂
F
同
国
担
当
同
吋
岡
町
、
氏
族
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の

氏
族
が

H
U
E
D
S
か
ら
何
ら
か
の
聖
職
者
と
し
て
の
特
権

2
n
H
g
-回目立
z

円
回
目
胃

-iz唱
。
円
山
H
H
H
B
Z
E与
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

Z
E
B
ヨ皆
R
8
2
5
村
の
三
一
つ
の
イ
l
リ
ー
に
は
、
い
ず
れ
も
叶

E間

〈

初

)

及
び
同
，

B
5
.
の
代
り
に
、
〉
同
『
川
氏
自
門
町
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

当
村
の

E
t
a
-
は
こ
れ
ら
の
イ

l
リ
ー
を
の
出
口
ロ
ロ
の
氏
族

o
n
n
-
a
u
a

E
S
H
H
V円高

3
宮
田
か
ら
保
有
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
当
村
の
他
の

自
由
土
地
保
有
農
民

l
lも
っ
と
も
彼
ら
は
被
没
収
地
の
保
有
農
民
で
あ

(

忽

〉

る
が

i
ー
も
ま
た
当
氏
族
か
ら
土
地
を
保
有
し
て
い
る
。
そ
れ
故
当
村
は

一
括
し
て
何
回
口
C
口
問
℃

HLEtsH・
四
日
戸
氏
族
に
、
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
与
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
口
問
『
即
日
2
コモ
l
テ
の
の
ロ

3F1

F2.吋
ロ
村
〈
ロ
・
同
∞
十
∞
)
(
A
l
E
型
)
に
お
い
て
三
つ
の
イ

1
リ
ー
を
保

有
す
る
自
由
民
も
ま
た
、
各
々
の
イ

l
リ
!
の
一
部
を
当
氏
族
か
ら
保
有

し
、
「
こ
の
領
主
は
彼
ら
の
目

5
♀
と
一
一
一
一
吉
わ
れ
て
い
る
」
。
そ
し
て
土
地
保

有
農
民
は
や
は
り
、
吋
ロ
ロ
明
、
吋
H
Eぞ
の
代
り
に
、

E

E
品
目
与
を
支
払

っ
て
い
る
。

K

巴
げ
目
白
丘
町
と
い
う
語
が
出
て
く
る
の
は
上
の
二
村
、
だ
け
で

他
に
は
見
ら
れ
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
推
し
て
、
の
き

S
3
H
L白
5
3門間げ

氏
族
が
、
上
級
領
主
(
司
コ
ロ

8
↓
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
領
主
)
か
ら
特
権
を
付

与
さ
れ
た
、
下
級
領
主
ロ
ロ
品
目
門
戸
O

え
と
し
て
ニ
つ
の
村
を
所
有
し
て
い

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
忌
叩
古
門
町
三
日
刊
同
司
白

n
Uロ
C
町

田
σ
g
Z
(叫
J
H
ι

・
巴
ロ
回
)
が
征
服
前
に
既
に
存
夜
し
て
い
た
こ
と
は
注
目

ヨ
ア
ン
ピ
!
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ

l
リ
!
に
つ
い
て

(

泣

)

さ
れ
る
。

で
あ
る
。

封
建
的
土
地
所
有
階
級
芯
旦
司
君
々
の
成
立
を
告
げ
る
も
の

ハ1
)

吋
J
-
u
-
E
F
吋
吾
、
司
氏
急
司
、
h
g
h
h
a
雷
雲
札
の
ま
な
童
相
〈
。
]
-
F

司・一
{
D
ω
O丹

ωωA-

ハ
2
)
H
V
W門口
p

h

h
・甲唱、・'凶
-w
司・

NN品
・
ロ
・
(
叶
吋
)

ハ
3
)
J
E。
雪
印
品
丘
町
田
口
血
富
。
門
官
P

。b
-
n
R
4
唱・

MN∞
・
巴
雪
山
且

8
5
7

口
。
ロ
さ
問
自
由
司
同
。
円
釦
旬
。
。
口
問
白
司

E
2
2
S
白
唱
何
色
百
円
凶
白
官

ζ
問問
FE

F
ロ
『
品
(
山
口
。
uB白ロ
)
u
n『-
U
・
出
・
。
唱
。
P

・4「
O
E
E
ユ
包
自
己
開
口
。
口
。
5
5

3
2巳
8
8
8
Z
E
2
2忌
巧
曲
目
2
2
5
0
寸
司
包
『
吾
虫
色
斗
F目立
o
o
E
F

P
己
E
g
.
司
・
同
・
勾
・
・
〈
。
日
・
白
w
S
・
M・
H
U
E
S
-
同日
ωム・

(
4
)
H
w
z
z・。
hE2.HJ
司唱
-
H
C由
leH
吋-
m
u
?
司司・

MM凸∞・

(
5
)

叶・可・

HW}-FM〕一』幡町、町、
a
N刊誌
2NH
。
¥
句
、
2
ミ
ehR~tQミ
弘
吋
ぬ
な
み
-

h
v
・
HUHF
司
-
M
U・
巴
ロ
ω

が
こ
の
史
料
に
付
し
た
序
文
で
は
、
当
氏
族
は

与
OH向。
z
a
z
と
記
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
当
氏
族
は
、
後
の
チ
ュ

1
ダ
l

王
家
の
祖
先
に
当
る
。

(
6
〉
。
唱
。
P
R
E
.弘
よ
唱
H
Y
H
M
T
N
一
ヨ
ロ
。
向
日
品
。
弓
白
司
円
四
ヨ
ミ
四
回
P
。b-nhH・・

官・}い同日
Jq
・

〈7
)

お
そ
ら
く
こ
の
特
権
を
当
氏
族
に
与
え
た
の
は
、
ピ
可
42月
『
ロ
省
庁

Z
中

ユ
F
G
v
o
F
g
H
品
・
同
回
目
己
主
で
あ
ろ
う
。
。
同
・

4
山口。同
E
品。ロ何百円四

g
z
a

mm凶ロ・

h
b
h
弘
よ
司
-MN
∞岨ロ
-
H
-

(

8

)

但
し
、
。

2
a
z
u。『。財
8
4司
口
々
日
の
共
同
相
続
者
の
う
ち
、
ロ
ミ
・

。
円
。
。
同
Ht
だ
け
は
、
出

g
S口
村
に
土
地
を
有
た
な
い
(
『
・

5
3
0

(

9

)

こ
の
時
代
種
々
の
貢
租
が
、
共
同
保
有
者
の
中
の
特
定
の
人
聞
に
対
し
て

課
せ
ら
れ
る
例
も
見
出
さ
れ
る
。
ハ
個
別
的
所
有
官
話
岡
田
-
。
耳
ロ
R
m
F
q
の
部

一一一一一一一



『
デ
ン
ビ

l
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ

l
リ
l
に
つ
い
て

分
的
強
立
)
。

Q
・〉

-z・
2
-
5
2
8品
開
・
。
3

P
冬・

2
.
H
3
3・品目
j

由‘

由

M
M・

〈
川
山
)
〈
山
口
。
四
円
白
色
。
尽
き
且
宮
司
窓
口
-
e
-
n町時よ目
y

同
一
百
三
永
井
一
郎
、
前

掲
「
の
4
0目
可
に
つ
い
て
」
二
二
頁
。

(

U

)

何
回
H
m
u

叫
話
、
菊
丸
句
b
M
J
h
b
Q
~
h
g
a
a礼
町

E
H
Q
E
〈。】・

HU
官・

5
0・

ハ
ロ
〉
た
v
h
民

---v-Hω
日・

(
門
川
)
参
考
ま
で
に
、
思
。
日
虫
色
仏

h
w
J
S
o
所
領
の
一
五
O
入
年
の
所
領
調
査

簿
に
お
け
る

d
z
o
-
-
一
史
へ
与
問
自
同
.
a
o
H
U
E向。口問。問。
g
-
と
い
う
表

記
を
挙
げ
て
お
く
。
円
以
・
〉
・

z.
回
以
内
己
目
耳
目
出
ハ
回
開
・
。
唱
o
p
e
-
2
.
H
ニ
甘
品
∞
・

(
は
)
£
コ
円
吉
田
・
な
る
ウ
ェ
イ
ル
ズ
畳
間
に
つ
い
て
は
、
HJHAO耳目
ω
の
解
釈
に
従

った。

moo『
O
F
B
は
こ
れ
を
雪
印
口
且
自
号
、
と
解
釈
す
る
。
但
し
戸
。
耳
目
ω
の

‘4
司巳
0.
の
こ
こ
で
の
解
釈
、
即
ち
、

F
E
.
日目
ro号
g
o
o
-
官
。
芳
三
可
等
は
、

自
家
撞
着
し
て
い
る
。
、
H
J
F
0
4ヱ
タ
ミ
・

2
H
3
8・
UGH-M

門
時
〉
開
=
2
・芯町弘・・司
-

H

〔)日・

完
〉
同
u
-
2
2
ミ
・
司
・

9
・
3
・
日
記
4
・
2
司・司・日日時・
E

Q

4
〉

(
げ
)
開

--z.3同氏よ
U・
MM吋
u
o
d句。
P
。b
・内川町・・目
M
U
-
-
M
M
M・

(
国
)
こ
れ
ら
の
%
ガ
ヴ
ェ
ル
は
、
い
き
な
り
司
白
色
弓
2
に
よ
っ
て
分
割
さ

れ
た
と
と
を
示
唆
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
だ
が

F
E唱曲円四
r
J
E同一
r
白ロ

を
除
く
他
の
五
人
は
め
8
0ロ
姓
を
名
乗
っ
て
お
り
、
後
ら
の
聞
で

HUO円
ω2・

H

唱
の
由
に
よ
る
分
割
が
生
じ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

(刊出〉

F
・O
・4

司
印
E
ロ
F

同
』
ぬ
』
い
竜
門
出
急
念
。
L

可。』『町、
b

Q

3

札
。
皇
内
丸
、
』
・

む∞
MlHAH試
合
口
UZEE-w包

H
d
-
U・
§
2
2
M
d口一
4
2回
日
々
。
『
円
。
足
。
P

H

山田、叫
D
Y
同凶})・出町田
l

由由・

(
柏
叫

)
4
5
c開
『
白
円
四
え
四
国
国
内
凶
沼
。
ぷ
mg・。
v-nhH
・・

HV・
2
w
国-
E
W

同)・この

〉
-taoHF
が
、
領
主
た
る
の
告
。
ロ
の
氏
族
に
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、

三
一
四

∞ロ旨
B
曲〉】ヴ印門
Hop-
三
話
回
同
古
S
E
Z曲目
HF『ロ∞
R
Z
E
B
-
-
-
・
公
・
∞
∞
)

と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

〈幻
)-hFE--
同-∞∞・開門

O
Eロ
2

2
芯ユ

MV円目。品官民仰向
E《

H
o
s
i
-
-
o
窓口
E
H

ι。司一円。問。官官(い白口。口曲目
M
F皆同当日，向『・

(
幻
)
日
E
P
-
-
u
-
H
n一
同
・
回
-2.
吋』
f
G

事
、
ぬ
な
』
ず
同
イ
な
ミ

hQNqa諸
民
地
内
叉
託
。
遺
-

4
。--F
世間}・

UCMiAF・

四

む
す
び

以
上
、
四
例
の
具
体
的
な
検
討
を
通
じ
て
(
一
)
一
コ
一
三
四
年
当
時
の

イ
!
リ
!
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
が
出
ロ
ロ
広
え
す
山
口
仲
間
}
8
-
E
2
R
m
F
6
或
は

単
に
個
人
の
保
有
地
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
、
と
考
え
る
。
そ
し
て

イ
i
リ
l
は
ζ
の
時
代
、
往
時
の
家
族
所
有
地
た
る
性
格
を
失
い
つ
つ
あ

っ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
原
則
的
に
は
土
地
の
自
由
な
売
買
・
譲
渡
は
、
古

来
の
慣
習
に
よ
っ
て
禁
刊
し
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
ケ
ン
ト
の
土
地
単
位
で

(

1

)

 

あ
る
ス
ル
ン
グ
乃
至
ユ
グ
ム
と
は
大
き
く
異
な
る
。
つ
一
〉
イ

l
リ
l
乃

至
ガ
ヴ
ェ
ル
の
現
在
の
共
同
保
有
者
が
、
当
該
イ

l
リ
l
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル

の
創
始
者
の
子
孫
で
あ
る
と
推
申
止
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
(
例
示
I
)、

こ
れ
は
小
規
模
の
占
取
集
団
・
氏
族
に
限
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
氏
族

の
誕
生
は
比
較
的
新
し
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
(
三
)
逆
に
犬
氏
族
の
イ

l
リ
l
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
を
保
有
す
る
共
同
保
有
者
の
場
合
に
は
、
氏
族
の

創
始
者
の
子
孫
で
あ
る
か
、
な
い
か
は
直
接
立
証
で
き
な
い
場
合
が
多
い

(
例
示
E
E
V
従
っ
て
例
示
E
の
同
g

回目
V
H
D円
、
氏
族
の
り
翌
日
仏
出
向
)

開
吋
ロ
ロ
ロ
白
匂
同
g
-
3
H
G円
の
如
き
、
ご
く
限
ら
れ
た
有
力
者
の
場
合
に



は
た
ま
た
ま
そ
の
系
譜
が
史
料
に
記
さ
れ
て
い
れ
ば
八
代
裁
は
九
代
く
ら

い
前
ま
で
辿
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
他
の
多
く
の
場
合
に
は
不
可
能
で
あ

る
。
従
っ
て
本
来
、
ィ
l
リ
l
の
創
始
者
と
現
在
の
保
有
者
と
の
間
に
血

統
上
の
つ
な
が
り
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
ま
た
ま
系
譜
関
係
が
記

さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
、
特
に
〈
一
二
U

か
ら
、
イ
l
リ
!
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
の
名

祖
と
、
現
在
の
そ
の
共
同
保
有
者
と
の
間
に
は
、
確
か
に
、
一
見
し
た
と

こ
ろ
、
直
接
の
血
統
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
か
と
い
っ

て
、
逆
に
こ
れ
だ
け
で
積
極
的
に
、
イ
i
リ
l
乃
至
ガ
ヴ
ェ
ル
の
現
保
有

者
、
か
「
本
質
的
に
は
血
縁
集
団
で
は
な
い
」
と
判
断
す
る
根
拠
も
ま
た
な

い
の
で
あ
る
。

た
だ
、
永
井
氏
の
よ
う
に
言
い
切
ら
な
い
ま
で
も
、
確
か
に
イ

i
リ

!

な
り
ガ
ヴ
ェ
ル
の
共
同
保
有
者
が
血
縁
集
団
で
な
い
場
合
が
、
十
四
世
紀

と
も
な
れ
ば
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
氏
の
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
i
リ
ー
が
初
め
か
ら
「
土
地
保
有
組

織
」
と
し
て
「
人
為
的
に
い
」
つ
く
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
言
、
?
わ
け
で
は

な
い
。
私
は
、
分
割
棺
続
に
よ
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
た
イ
i
リ
i
・
家
産
の

「
経
済
的
ミ
ニ
マ
ム
」
以
下
の
水
準
へ
の
零
細
化
、
相
続
者
の
欠
如
、
家

族
同
の
労
働
力
格
差
に
よ
っ
て
生
じ
た
氏
族
内
部
の
階
層
分
化
に
、
そ
の

一
国
を
求
め
た
い
。
十
三
・
四
世
紀
の
、
ィ
!
リ

i
内
部
に
お
け
る
個
別

相
続
財
産
の
全
↑
般
的
な
零
細
化
傾
向
に
つ
い
て
は
、
守
口
四
日
や
百
四
円
円
白

〈

2
)

が
斉
し
〈
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
一
部
の

富
裕
化
し
た
農
民
が
、
相
続
者
の
途
絶
え
た
氏
族
の
世
襲
地
を
引
継
い
だ

『
デ
ン
ピ

i
所
領
調
査
簿
』
に
お
け
る
イ
l
リ
1
に
つ
い
て

ハ
3
V

り
、
或
は
零
細
土
地
保
有
民
の
持
分
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己

の
保
有
地
を
拡
大
し
て
ゆ
き
、
そ
の
結
果
、
ィ
i
リ
I
内
部
に
錯
綜
し
た

保
有
関
係
並
び
に
人
的
構
成
が
出
来
上
っ
た
と
、
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
共
同
保
有
者
と
イ
!
リ
l
の
名
祖
と
の
間
が
系
譜
的
に
切
れ
て
い
た

り
、
或
は
保
有
者
相
互
の
血
統
が
異
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
イ
!
リ
!
な

り
ガ
ヴ
ェ
ル
が
保
有
地
で
あ
る
以
上
、
或
る
意
味
で
は
当
然
と
言
え
る
。

イ
I
リ
ー
が
こ
の
時
代
ど
の
程
度
分
解
し
、
ま
た
そ
の
本
来
の
所
有
者

で
あ
る
氏
族
が
ど
の
程
度
解
体
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

本
文
で
明
ら
か
に
し
え
た
範
囲
か
ら
だ
け
で
も
、
か
な
り
進
ん
で
い
た
と

判
断
し
て
も
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
私
は
そ
の
最
も
進
ん
だ
姿
が

何
回
吋

180円四
F

コ
モ
I
テ
、
或
は

rz-2
コモ
l
テ
に
見
出
さ
れ
る
ガ

ヴ
ェ
ル
で
あ
り
、
就
中
国
H
・
0
5出
。

-a
伶
ペ
丘
町
所
領
の
ガ
ヴ
ェ
ル
(
二

の
注
(
幻
)
を
参
照
)
で
あ
っ
た
、
と
い
う
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
。
後

者
の
場
合
に
は
ヴ
ァ

i
ギ
ィ
ト
と
同
次
元
に
お
い
て
ロ

R
B包
吉
区
吉
岡

(

4

)

 

を
云
々
す
る
こ
と
さ
え
一
見
可
能
で
あ
る
。
が
、
こ
の
間
題
は
今
後
隷
属

民
の
土
地
保
有
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
な
か
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
同
様
に
イ
l
リ
l
に
つ
い
て
も
、
今
後
ア
ン
グ
ロ

u

サ
ク
ソ
ン
の

ハ
イ
ド
区
営
或
は
ケ
ン
ト
地
方
の
ス
ル
ン
グ
出
色

5
四
や
ユ
グ
ム
吉
・

2
己
と
の
比
較
の
う
え
で
、
そ
の
歴
史
的
性
格
及
び
ぞ
れ
が
十
三
・
四

世
紀
段
階
に
果
し
た
機
能
を
、
も
っ
と
詳
し
く
見
究
め
る
必
要
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。

(

1

)

十
四
世
紀
初
頭
の
自
由
土
地
保
有
農
民
に
よ
る
イ
γ
グ
ラ
ン
ド
国
王
へ
の

請
願
は
、
彼
ら
が
イ
γ
グ
ラ
ン
ド
の
法
に
基
づ
い
て
、
土
地
を
自
由
に
売
買
譲

三
一
五
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